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Abstract

 Prince N
agaya, aged 46, suicided at his residence w

ith his w
ife and his three sons all together on 12th Feb. 729 A

.D
.

　

T
his reatise aim

s to m
ake clear how

 to com
m
itted the suicide and its background of the crim

inal case, m
ainly in the religions point 

of view

．

　

T
he text

“Syokunihongi

”w
as w

ritten about the suicide that prince N
agaya m

ade to suicide him
self for the reason w

hy he laid 

a cruse on the Em
peror. T

hereby alm
ost all of the authors had asserted that Em

peror Syom
u suggested to suicide him

self, but 

I should take w
ith issue them

 on the suicide: Em
peror ordered him

 to be suicide him
self. T

he reasons are that, 

（1

） Em
peror is a

“thinking-doing

”Em
peror. 

（2

） T
here are m

any elem
ents of background. T

hen inherent religion, Shinto and acquired religion, Bud-

ism
 w
as fiercely com

peting w
ith each other in the society of ancient Japan. T

he head of the form
er w

as Prince N
agaya and the lat-

ter Em
peror Shyom

u. T
he other elem

ent is dispensation thought on based on the confucians as w
ell as astrology. T

hese thoughts 

and know
ledges influenced on the both sides, w

herever dicision-m
aking had been done. W

e should be rem
arkable that bad om

en as 

M
ars and V

enus appeared in 720-729 A
.D
. concentrated, and 12th Feb. 729 A

.D
. the case occurred.
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は
じ
め
に

　

長
屋
王
の
変
に
関
す
る
研
究
結
果
の
大
要
は
極
め
て
簡
潔
に
新
日
本
古
典

文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
の
補
注
「
長
屋
王
事
件
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（
一
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
平
元
年
（
七
二
九
）
二
月
十
日
条
に
長
屋
王
謀
反
の
密

告
が
あ
り
、
同
日
夜
の
三
関
固
守
及
び
長
屋
王
宅
包
囲
を
な
し
、
一
一
日

に
窮
問
が
行
わ
れ
、
一
二
日
王
と
室
吉
備
内
親
王
及
び
四
人
の
男
が
自
経
、

一
三
日
王
及
び
室
の
葬
儀
の
勅
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
背
景
と
な
る
事
情
に
つ

い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
の
記
述
と
の
関
係
も
あ
る
の

で
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
即
ち
、「
長
屋
王
は
持
統
朝
に
皇

太
子
に
準
ず
る
処
遇
を
う
け
た
「
後
皇
子
尊
」
す
な
わ
ち
、
高
市
皇
子
の
長

子
で
あ
る
。
こ
の
王
は
、
和
銅
五
年
に
故
文
武
の
た
め
に
書
写
さ
せ
た
大
般

若
経
の
願
文
に
、「
長
屋
殿
下
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
殿
下
は
臣
下
が
三
后

（
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、
皇
后
）
お
よ
び
皇
太
子
に
上
啓
め
る
と
き
に
用
い

ら
れ
る
称
号
で
あ
る
。（
儀
制
令
３
）。
か
つ
ま
た
、
霊
亀
元
年
二
月
に
は
王

の
室
吉
備
内
親
王
所
生
の
男
女
は
皇
孫
の
例
に
入
る
と
の
勅
が
出
さ
れ
て
い

る
。
と
す
れ
ば
、
父
の
長
屋
王
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
天
皇
の
子
と
し
て
の
処

遇
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
解
せ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
以
上
の
事
柄

を
勘
案
す
れ
ば
、
木
簡
の
中
に
「
長
屋
親
王
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
発

掘
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
王
家
の
内
部
で
の
私
称
で
は
な
く
、
天
皇
家
一
族

に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
称
呼
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
な
か
で
生
じ
た
の
が
皇
太
子
の
夭
逝
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ

り
長
屋
王
は
有
力
な
皇
位
継
承
候
補
者
に
浮
上
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ

が
こ
の
事
件
の
い
ま
一
つ
の
背
景
で
あ
っ
た
。」
と
み
て
い
る
。（（　

）
内

は
筆
者
注
）

　

細
部
に
わ
た
っ
て
は
、
長
屋
王
邸
及
び
そ
の
周
辺
の
未
整
理
の
出
土
木
簡

の
か
ら
み
を
除
い
て
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
の
検
証
を
経
た
結
論
が

出
つ
く
し
た
感
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点

が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
亀
田
隆
之
氏
の「
氷
上
川
継
事
件（
二
）」

で
事
例
の
処
理
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
わ
が
国
養
老
律
の
処
罰
規
定
に
女
子

が
な
い
こ
と
を
そ
の
母
法
で
あ
る
唐
律
と
の
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
養
老
律
が
適
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
長
屋
王
事

件
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
な
ど
は
素
朴
な
疑
問
の
一
つ
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
処
罰
の
問
題
以
前
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
し
方
に
お
い
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
尽
を
行
っ
た
長
屋
王
自
身
の
こ
の
問
題
に
対
す
る

　

キ
ー
ワ
ー
ド
：
長
屋
王
、
聖
武
天
皇
、
自
尽
、
鷹
飼
禁
止
令
、
復
姓
、
賀
茂
祭
、
火
葬
と
土
葬
、
朝
廷
誹
謗
事
件
、
諸
寺
併
合
令
、
天
命
思
想
、

　
　
　
　
　
　
　

祈
願
の
神
仏
住
み
分
け
、
一
念
直
行
の
天
皇
、
元
興
寺
法
会
事
件
、
在
来
宗
教
、
渡
来
宗
教
、
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対
応
の
思
考
心
情
、
及
び
そ
う
さ
せ
た
聖
武
天
皇
側
の
思
考
心
情
、
に
つ
い

て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
一
）

　

長
屋
王
事
件
を
原
点
に
立
ち
返
っ
て
考
え
る
と
、
こ
の
長
屋
王
事
件
は
自

尽
さ
せ
た
と
い
う
の
か
、
さ
せ
た
の
は
誰
か
、
自
尽
し
た
の
は
長
屋
王
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
両
当
事
者
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
意
志
決
定

を
す
る
条
件
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、『
続
日
本
紀
』
の
当
該
条
か
ら
見
て
い
き
た
い
。「
令
二

王
自
尽
一

。」

と
な
り
命
令
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
獄
令
７
に
は
、「
五
位
以
上
及
皇
親
、

犯
罪
非
二

悪
逆
以
上
一

。
聴
レ

自
ニ

尽
於
家
一

。」
と
あ
り
令
の
規
定
で
は
悪
逆
以

上
で
な
い
と
家
で
自
尽
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
が
許
可
さ
れ
た
と

す
る
な
ら
ば
天
皇
や
政
府
の
許
可
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
と
中
西
康
裕
氏
は

の
べ
、「
令
二

王
自
尽
一

。」
を
命
令
形
と
し
て
と
ら
え
て
い
る（
三
）。
し
か
し
こ
の

条
文
に
は
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
必
ず
し
も
一
致
し
た
見
解
と
し
て
定

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
来
の
解
釈
は
次
の
三
つ
に
大
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

⑴　

自
尽
が
命
ぜ
ら
れ
た
と
す
る
見
解
。
前
述
中
西
康
裕
氏
の
他
井
上
亘

氏
は
「
長
屋
王
は
「
私
学
二

左
道
一

、
欲
レ

傾
二

国
家
一

」
と
い
う
罪
状
で

自
尽
を
命
ぜ
ら
れ
た
」
と
し
て
い
る（
四
）。

　

⑵　

自
尽
さ
せ
た
と
す
る
見
解
。
例
え
ば
、
中
川
收
氏
「
長
尾
王
の
罪
を

そ
の
邸
宅
で
糾
問
し
、
一
二
日
に
自
尽
さ
せ
た
が
」
と
の
べ
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
は
「
自
経
し
た
と
い
う
よ
り
、
自
経
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う

の
が
実
態
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る（
五
）。
表
現
は
若
干
異
る
が
東
野
治
之

氏
も
「
謀
反
を
計
っ
て
い
る
と
し
て
自
殺
さ
せ
ら
れ
る
事
件
」
が
あ
っ

た
と
す
る
の
も
こ
の
類
型
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う（
六
）。

　

⑶　

自
尽
し
た
と
表
現
さ
れ
る
も
の
。『
日
本
霊
異
記
』
に
は
「
他
の
為

に
刑
ち
殺
さ
れ
む
よ
り
は
、
自
ら
死
な
む
に
は
如
か
じ
と
お
も
へ
り
、

即
ち
、
其
の
子
孫
に
毒
薬
を
服
せ
し
め
、
絞
り
死
し
畢
り
て
後
に
、
親

王
、
薬
を
服
し
て
自
害
し
た
ま
ふ
」
と
あ
る（
七
）。

　

上
述
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
ち
、
管
見
の
限
り
に
於
て
あ
て
は
め
た

と
こ
ろ
、
前
後
の
解
釈
に
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
原

因
の
一
つ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
も
読
み
方
に
差
異

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
朝
日
新
聞
社
版
六
国
史
の『
続
日
本
紀
』で
は「
令

二
シ
メム

王
自
ラ

盡シ
ナ

一

」
と
読
み
、
吉
備
内
親
王
以
下
に
つ
い
て
は
、「
亦
自
ラ

経ク
ビ
ル、」

と
読
ん
で
、
後
者
に
つ
い
て
は
（
注
）
と
し
て
略
記
に
「
自
念
下

无
レ

罪
被
レ

囚
必
為
レ

他
刑
不
上
レ

如
二

自
害
一

既
服
二

毒
薬
一

忽
以
頽
死
生
年
四
十
六
」、
と
あ

り
、
自
尽
を
略
記
の
記
事
を
援
用
し
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
令
し
て
…
せ
し

む
と
し
て
ど
こ
か
ら
命
令
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
根
拠
を
明
ら
か
に
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し
て
い
な
い
。
強
い
て
云
え
ば
、
略
記
の
記
事
か
ら
自
殺
の
意
志
の
強
い
こ

と
を
思
わ
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
令
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
。
獄
令
７
に
あ
る
五
位
以
上
お
よ
び
皇

親
が
死
刑
に
当
た
る
罪
を
犯
し
、
そ
れ
が
支
配
秩
序
を
ゆ
る
が
す
諸
罪
悪
、

即
ち
、
謀
反
・
謀
大
逆
・
謀
叛
・
悪
逆
・
不
道
・
大
不
敬
・
不
孝
・
不
睦
・

不
義
・
内
乱
の
う
ち
の
不
睦
と
内
乱
を
除
い
た
「
八
虐
の
う
ち
第
四
番
目
悪

逆
以
上
で
な
い
場
合
は
家
で
自
尽
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
規
定
が
あ

る
。
長
屋
王
の
場
合
は
第
一
の
謀
反
で
あ
る
か
ら
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る

が
、
特
に
ゆ
る
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
補
注
さ
れ
て
い
る（
九
）。

　

ま
た
、「
令
メシ

ム
二
レ

王
自
ラ

盡
シ
ナ

一

、
其
ノ

室
二
品
吉
備
ノ

内
親
王
、
男
從
四
位
下

膳
夫
王
、
无
位
桑
田
王
、
葛
木
王
、
鈎
取
王
等
、
同
亦
自
經
、」
の
『
続
日

本
紀
』
の
解
釈
に
つ
い
て
も
微
妙
な
受
け
取
り
方
の
違
い
が
あ
る
。
朝
日
新

聞
社
版
で
は
注
と
し
て
、「
自
經
、
原
本
經
を
縊
に
作
る
」
と
し
て
縊
死
と

し
、
そ
の
経
と
し
た
根
拠
と
し
て
天
平
宝
字
七
年
十
月
藤
原
朝
臣
弟
貞
傳
に

天
平
元
年
長
屋
王
有
レ

罪
自
盡
其
男
從
四
位
下
膳
夫
王
以
下
「
皆
經
」
と
し

て
い
る（
一
〇
）。
こ
れ
に
対
し
て
岩
波
版
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
で

は
、「
王
を
し
て
自み
ず
から
尽し

な
し
む
。
そ
の
室
二
位
吉
備
内
親
王
、（
中
略
）
亦

自
ら
経ク
ビ

る
。」
と
あ
っ
て
注
と
し
て
自
尽
は
み
ず
か
ら
生
命
を
絶
つ
こ
と
と

し
、
補
注
で
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
八
虐
の
第
四
の
悪
逆
以
上
で
な
い
場
合

は
家
で
自
尽
す
る
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
る
が
、
長
屋
王
に
か
け
ら
れ
た
嫌
疑
は

八
虐
の
第
一
の
謀
反
で
あ
る
か
ら
自
家
で
の
自
尽
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る

が
、「
特
に
ゆ
る
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
た
上
で
『
日
本
霊
異
記
』

を
引
い
て
、「
長
屋
王
み
ず
か
ら
刑
殺
さ
れ
る
よ
り
は
自
殺
し
た
ほ
う
が
よ

い
と
考
え
て
、
子（
マ
マ
）

・
孫
に
毒
薬
を
の
ま
せ
た
う
え
で
絞
殺
し
、
そ
の
後
服
毒

自
殺
を
し
た
と
い
う
」
と
し
て
、
こ
の
場
合
も
命
令
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
の

判
断
は
下
し
て
い
な
い
（
一
二
）。
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
続
日
本
紀
』
で
は
「
令
ム二

レ

王
ヲ

自
盡
セ一

其
ノ

室
二
品
吉
備
内
親
王（
中
略
）同
ジ
ク

亦
自
ラ

經ク
ビ
ル。」と
あ
り
、『
日

本
霊
異
記
』
で
な
く
紀
略
を
重
視
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
つ
の
テ
キ
ス
ト

で
は
い
ず
れ
も
王
を
自
盡
さ
せ
た
と
い
う
に
と
ど
ま
り
、
命
令
が
出
さ
れ
た

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
判
断
を
下
し
て
い
な
い
。
た
だ
室
及
び
そ
の
男
に
つ

い
て
は
長
屋
王
と
は
異
り
、
自
經
さ
せ
ら
れ
た
説
は
と
ら
な
い
。
自
ら
の
意

志
が
働
い
て
い
た
こ
と
の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
こ
の
問
題
は
こ
れ
ま
で
に
止
め
、
あ
と
で
ま
と
め
る
こ
と
に
し

た
い
。（

二
）

　

長
屋
王
事
件
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
皇
位
継
承
を
前
提
に
、
当
時

権
勢
の
座
に
あ
っ
た
藤
原
鎌
足
の
血
を
引
く
藤
原
不
比
等
ら
藤
原
一
族
が
そ

の
勢
力
を
温
存
す
る
た
め
に
、
勢
力
を
伸
長
し
て
き
て
い
た
長
屋
王
の
皇
親
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系
統
の
皇
位
継
承
を
阻
止
す
る
た
め
の
陰
謀
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
皇
親
側

の
皇
位
継
承
の
可
能
性
が
問
題
と
な
っ
た
発
端
は
、
文
武
天
皇
の
二
五
才
の

早
逝
に
よ
り
首
皇
太
子
（
後
の
聖
武
天
皇
）
へ
の
勢
力
を
温
存
し
た
ま
ま
皇

位
継
承
の
方
法
と
し
て
、
妃
と
し
て
不
比
等
の
女
、
光
明
子
を
送
り
込
む
と

と
も
に
皇
后
に
立
て
る
と
い
う
術
策
で
あ
っ
た
と
い
う
（
一
三
）。
文
武
天
皇
後
の
皇

位
は
首
皇
太
子
の
成
長
を
ま
っ
て
文
武
天
皇
の
母
の
元
明
天
皇
、
つ
づ
い
て

文
武
天
皇
の
同
母
姉
の
元
正
天
皇
が
皇
位
に
つ
い
た
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
女

帝
の
時
代
が
続
い
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
長
屋
王
事
件
と
光
明
子

と
の
関
係
は
立
后
以
前
に
端
を
発
す
る
。
す
な
わ
ち
、
光
明
子
十
六
才
の
霊

亀
二
年
と
考
え
ら
れ
る
年
に
入
内
し
、
神
亀
元
年
首
皇
太
子
の
即
位
と
と
も

に
夫
人
の
地
位
に
つ
き
、
神
亀
四
年
期
待
の
皇
子
が
誕
生
す
る
が
、
期
待
の

皇
子
を
僅
か
一
か
月
後
に
は
皇
太
子
に
立
て
る
こ
と
ま
で
は
し
た
も
の
の

一
ヶ
年
後
の
翌
年
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
突
如
夭
死
す
る
と
い
う
不
測
の
事

態
が
起
き
た
こ
と
と
、
更
に
皇
太
子
の
死
ん
だ
同
じ
年
、
聖
武
天
皇
の
他
の

も
う
一
人
の
夫
人
県
犬
養
宿
禰
広
刀
自
に
安
積
親
王
が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ

と
が
重
な
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
安
積
親
王
立
太
子
が
政
治
問
題
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
藤
原
氏
は
そ
の
よ
う
な
不
利
な
事
態
が
生
ず

る
こ
と
に
先
手
を
打
つ
た
め
、
従
来
の
皇
子
立
太
子
策
を
急
に
光
明
立
后
と

い
う
直
接
策
に
切
り
換
え
た
と
い
う
の
が
岸
俊
男
氏
の
考
え
で
あ
る（
一
四
）。
し
か

し
、
こ
の
計
画
を
実
行
す
る
た
め
に
大
き
な
障
害
に
な
る
こ
と
は
大
宝
令
の

規
定
に
皇
后
は
内
親
王
た
る
べ
し
と
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
光
明
子
の
立
后
に

最
も
強
く
反
対
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
人
物
が
、
皇
親
勢
力
の
代
表
と
し

て
の
長
屋
王
で
あ
る
。
藤
原
氏
が
長
屋
王
を
誣
告
に
よ
っ
て
排
除
す
る
と
い

う
陰
謀
は
、
背
景
と
し
て
上
述
に
よ
る
と
岸
俊
男
氏
は
分
析
し
、
定
説
と

な
っ
て
き
た
。
な
お
、
長
屋
王
が
令
の
規
定
に
従
っ
て
光
明
子
立
后
問
題
に

反
対
が
予
想
さ
れ
る
想
定
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
同
じ
不
比
等
の
女
で

文
武
天
皇
の
皇
后
宮
子
の
皇
太
后
の
称
号
問
題
に
つ
い
て
聖
武
天
皇
の
勅
、

大
夫
人
を
長
屋
王
が
養
老
律
令
の
公
式
令
の
条
文
か
ら
皇
太
夫
人
が
正
式
と

取
り
消
さ
せ
た
事
件
の
い
き
さ
つ
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
長
屋
王
事
件
を

全
体
の
流
れ
と
し
て
み
る
時
、
何
が
重
要
な
点
で
あ
る
か
を
考
え
た
い
。

　

長
屋
王
事
件
を
、
こ
の
よ
う
に
い
わ
ば
姻
族
と
し
て
天
皇
家
へ
は
い
り
込

ん
で
自
ら
の
政
治
勢
力
を
温
存
し
、
拡
大
を
企
図
す
る
こ
と
で
、
四
万
点
の

木
簡
が
物
的
証
拠
と
し
て
物
語
る
よ
う
な
権
力
者
の
長
屋
王
家
が
一
夜
に
し

て
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
自
尽
と
い
う
形
で
滅
亡
す
る
こ
と
で
説
明
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
直
接
の
発
端
は
、
聖
武
天
皇
を
中
に
は
さ
ん

で
、
た
と
え
異
母
姉
妹
で
あ
っ
て
も
嫁
の
光
明
子
と
妹
の
宮
子
の
「
皇
太
夫

人
」
の
称
号
の
、
聖
武
天
皇
の
面
子
に
か
か
わ
る
取
り
消
し
に
あ
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
か
。
中
川
收
氏
の
提
起
し
た
こ
と
は
こ
の
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る（
一
五
）。
筆
者
は
指
摘
し
た
こ
と
に
は
同
感
で
あ
る
が
、
な
お
、
こ
れ
よ
り
も

『
日
本
霊
異
記
』
記
載
の
次
の
事
件
に
注
目
し
た
い
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
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抄
出
す
る
。

　

天
平
元
年
（
七
二
九
）
二
月
八
日
に
平
城
京
左
京
の
元
興
寺
で
大
法
会
を

開
き
、
三
宝
を
供
養
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
太
政
大
臣
（
誤
り
で
正
し
く

は
左
大
臣
）
正
二
位
の
長
屋
親
王
（
長
屋
王
の
こ
と
以
下
同
じ
）
が
聖
武
天

皇
の
勅
を
う
け
て
多
く
の
僧
侶
を
招
い
て
饗
応
を
し
た
時
の
事
。
一
人
の
僧

が
不
謹
慎
に
も
炊
事
場
に
入
っ
て
来
て
、
椀
を
出
し
て
ご
飯
を
も
ら
っ
た
。

長
屋
親
王
が
こ
れ
を
見
て
象
牙
の
笏
で
僧
の
頭
を
打
っ
た
。
頭
か
ら
血
が
流

れ
た
の
で
僧
は
血
を
ぬ
ぐ
い
恨
め
し
げ
に
泣
い
て
た
ち
ま
ち
ど
こ
と
も
な
く

出
て
行
っ
た
。
法
会
に
参
加
し
た
多
く
の
僧
侶
や
人
々
は
ひ
そ
か
に
「
何
か

不
吉
だ
、
何
か
起
こ
る
ぞ
」
と
云
い
合
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
日
後
長
屋
王
を

ね
た
み
そ
ね
む
人
が
天
皇
に
讒
言
し
て
「
長
屋
親
王
は
国
家
を
倒
し
、
帝
位

を
奪
お
う
と
し
て
い
る
」
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
天
皇
は
非
常
に
立
腹
さ

れ
、
軍
兵
を
差
し
向
け
て
戦
わ
せ
た
の
で
、
親
王
は
観
念
し
て
、「
罪
も
な

く
捕
ら
え
ら
れ
る
。
捕
ら
え
ら
れ
た
ら
必
ず
殺
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
他
人
の
手

で
殺
さ
れ
る
よ
り
は
、
自
殺
し
た
方
が
ま
し
だ
」
と
覚
悟
を
決
め
、
子
や
孫

た
ち
に
毒
薬
を
飲
ま
せ
、
絞
殺
し
た
後
、
親
王
自
身
も
毒
薬
を
仰
い
で
自
害

さ
れ
た（
一
六
）」。（
以
下
略
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
扶
桑
略
記
』
神
亀
六

年
（
七
二
九
）
二
月
六
日
の
条
に
の
せ
ら
れ
、
ま
た
『
元
亨
釈
書
』
巻
二
二

資
治
表
は
こ
の
略
記
を
も
と
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
、『
今
昔
物

語
集
』
巻
二
〇
、二
七
話
も
こ
の
説
話
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
説
話
は

法
会
の
期
日
も
示
さ
れ
て
い
る
し
、
あ
と
の
後
略
と
し
た
部
分
も
続
紀
と
一

致
す
る
の
で
、
ま
ず
事
実
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
説
話
で
ま
ず
注
目
す

べ
き
は
、
続
紀
に
も
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
怨
霊
と
な
っ
て
葬
ら
れ
た

土
左
国
の
人
々
に
死
人
が
多
く
で
る
な
ど
の
同
情
が
長
屋
王
に
対
し
て
あ
る

も
の
の
、
頭
を
打
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
不
謹
慎
な
行
動
で
、
そ
の
原
因
が

鉢
を
差
し
出
し
た
僧
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
身
分
の
高
い
長
屋
王
が
や

る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
こ
と
と
共
に
、
長
屋
王
が
な
ぜ

そ
の
よ
う
な
笏
で
頭
を
打
つ
に
い
た
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
い
き
さ
つ
に
つ

い
て
説
明
が
ど
こ
に
も
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
推
測
の
域
を
で

な
い
が
、
そ
う
さ
せ
た
の
は
、
こ
の
法
会
を
勅
し
た
聖
武
天
皇
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
左
大
臣
が
直
々
に
法
会
を
行
う
責
任
者
の
長
官
に
任
ず
る
こ
と

自
体
が
尋
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
当

時
に
あ
っ
て
は
周
知
の
如
く
、
前
年
の
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
八
月
二
一
日

に
は
「
皇
太
子
ノ

寝
病
、
經
レ

日
ヲ

不
レ

愈
、
自
リ
ハ

レ

非
ル二

三
宝
ノ

威
力
ニ一

、
何
ゾ

能
ク

解
二

脱
セ
ム

患
苦
ヲ一

、
因
レ

茲
ニ

敬
テ

造
テ二

観
世
音
菩
薩
ノ

像
一
百
七
十
七
躯
、
并
經

一
百
七
十
七
巻
ヲ一

、
禮
シレ

佛
ヲ

転
メレ

經
ヲ

、
一
日
行
道
セ
ム

縁
テ二

此
功
徳
ニ一

、
欲
スレ

得
ム
ト

二

平
復
ヲ一

、（
以
下
略（
一
七
））」
と
あ
り
、
聖
武
天
皇
は
皇
太
子
の
平
復
の
み
し
か
頭

に
な
か
っ
た
。
ま
た
、
八
月
二
三
日
に
は
、「
天
皇
御
ス二

東
宮
ニ一

、
縁
テ
ナ
リ

二

皇

太
子
ノ

病
ニ一

遣
メレ

使
ヲ

奉
セ
シ
ム

二

弊
帛
ヲ

於
諸
陵
一

、（
一
八
）
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

四
日
「
太
白
經ワ
タ
ルレ

天
ヲ

」
こ
と
が
あ
っ
て
、
翌
九
月
一
三
日
皇
太
子
薨
ず
、
同
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二
九
日
に
は
「
夜
流
星
ア
リ

長
サ

可
バ
カ
リ

二

、
二
丈
余
一

、
光
照
赤
シレ

四ヨ
モ
ト、
断―

散
メ

堕
ツ二

宮
中
ニ一

、」
（
一
九
）と
あ
り
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
立
場
に
置
か
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
一
二
月
二
八
日
に
は
、「
金
光
明
経
六
十
四

帙
六
百
四
十
巻
ヲ

領
ツ二

於
諸
国
ニ一

、
国
別
ニ

十
巻
、
先
ニレ

是
ヨ
リ

諸
国
所
ノレ

有
ス
ル

金
光

明
經
、
或
ハ

国
ゴ
ト
ニ

八
巻
、
或
ハ

国
ゴ
ト
ニ

四
巻
ナ
リ

、
至
テレ

是
ニ

写
シ

備
テ

領
下
ス

、
隋
テ二

經
ノ

到
ル

日
ニ一

即
令
ム二

転
読
セ一

、
為
ナ
リ

レ

令
メ
ム

二

国
家
平
安
ナ
ラ

一

也（
二
〇
）、」
と
あ
っ
て
翌
天
平

元
年
（
七
二
九
）
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
指
摘
し
て
置
き
た
い
こ
と

は
皇
太
子
歿
に
関
す
る
す
べ
て
の
こ
と
が
仏
教
信
仰
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
に
は
聖
武
天
皇
が
こ
の
説
話
の
法
会
を
開
く
こ
と
と
勅
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
は
な
い
が
、
い
か
な
る
心
理
状
態
に
あ
っ
た
か
は

想
像
に
難
く
な
い
。
と
同
時
に
、
こ
れ
を
勅
、
す
な
わ
ち
命
令
と
し
て
受
け

た
左
大
臣
長
屋
王
の
心
情
も
推
察
で
き
る
。
そ
れ
が
こ
の
『
日
本
霊
異
記
』

の
元
興
寺
法
会
の
事
件
を
起
こ
さ
せ
る
背
景
と
長
屋
王
事
件
に
お
け
る
聖
武

天
皇
と
長
屋
王
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
直
接
の
端
緒
で
あ
っ
た
と
考
え
た

い
。
つ
ま
り
、
単
な
る
感
情
の
行
き
違
い
、
称
号
の
取
り
消
し
問
題
よ
り
も

背
景
を
信
仰
の
違
い
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
関
連
し
次
に
聖
武
天
皇
の
仏
教
信
仰
に
関
連
す
る
鷹
飼
禁
止
令
に
つ
い

て
取
り
上
げ
る
。
古
代
に
於
て
は
鷹
は
諸
国
か
ら
貢
上
さ
れ
、
天
皇
の
「
御

覧
」
を
経
た
の
ち
に
「
御
鷹
飼
」
に
分
与
さ
れ
る
。「
御
鷹
飼
」
は
「
宣
旨

を
も
っ
て
任
ぜ
ら
れ
る
特
権
的
身
分
で
、
主
鷹
司
、
藏
人
所
あ
る
い
は
六
衛

府
に
属
す
る
官
人
で
も
あ
っ
て
、」
一
般
の
鷹
養
人
の
如
く
鷹
の
飼
育
に

当
っ
た
（
二
一
）。
聖
武
天
皇
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
八
月
甲
午
（
甲
子
の
誤
で
二
九

日
）
の
詔
で
は
「
朕
有
テレ

所
レ

思
ツ

、
比
日
ノ

之
間
、
不
レ

欲オ
モ
ハレ

養カ
フ
ヿ
ヲ

レ

鷹
ヲ

、
天
下
ノ

之
人
モ

、
亦
宜
クシ

レ

勿
ルレ

養
ヿ

、
其
待
テ二

後
勅
ヲ一

、
乃
須
クレ

養
フレ

之
、
如モ
シ

有
ラ
ム

レ

違
者
ニ
ハ

、

科
セ二

違
勅
ノ

之
罪
ヲ一

、
布―

二

告
ヲ

天
下
ニ一

、
咸
ニ

令
メ
ヨ

二

聞
知
セ一

」
と
あ
る
（
二
二
）。
鷹
の
飼
育

の
禁
止
は
養
老
五
年
（
七
二
一
）
七
月
二
五
日
に
も
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
二
三
）。

そ
の
後
復
活
さ
れ
た
ら
し
く
、
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
八
月
八
日
に
放
鷹
司

の
鷹
戸
一
〇
戸
が
定
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
二
四
）。
本
条
の
禁
令
は
放
生
思

想
に
か
か
わ
り
、
あ
る
い
は
皇
太
子
の
病
気
と
関
係
あ
る
か
、
と
解
さ
れ
て

い
る
が
（
二
五
）、
聖
武
天
皇
が
特
に
、「
思
う
所
あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
言

葉
を
聖
武
天
皇
が
用
い
る
場
合
は
強
い
心
情
を
表
わ
す
用
例
か
ら
考
え
て
、

皇
太
子
の
寝
病
か
ら
の
平
愈
を
祈
る
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
気
持
か
ら
発
し
て
い

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
当
時
は
貴
族
の
た
し
な
み
と
し
て
鷹
狩
が
健
全
な

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
禁
止
令
に
よ
っ
て
養
鷹
と
共
に

鷹
狩
も
禁
止
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
殺
生
を
禁
ず
る
放
生
思
想
は
仏

教
の
思
想
と
し
て
風
靡ビ

し
て
い
た
こ
と
は
天
武
天
皇
四
年
（
六
七
五
）
四
月

一
七
日
の
「
檻オ
リ

穽シ
シ
ア
ナを
つ
く
り
機フ
ム

槍ハ
ナ
チの
類
を
施
し
て
漁
猟
を
禁
ず
る
こ
と
、
同

四
月
朔
よ
り
九
月
三
〇
日
ま
で
の
間
比ヒ

満マ

沙サ

伎キ

理リ
ー

梁ヤ
ナ

を
作
っ
て
牛
馬
犬
猿
鶏

の
宍
を
と
り
食
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ（
二
六
）と
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
聖
武

天
皇
以
前
か
ら
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
ま
た
、
天
平
二
年
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（
七
三
〇
）
九
月
二
九
日
の
オ
リ

を
作
っ
て
禽
獣
を
捕
す
る
こ
と
、
哄
籬
を

作
っ
て
猪
・
鹿
を
殺
す
こ
と
の
禁（
二
七
）止
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
聖
武
天
皇
が
以
前

に
も
増
し
て
強
く
信
じ
、
前
述
の
よ
う
な
養
鷹
禁
止
令
を
詔
し
て
、
皆
に
知

ら
し
め
、
違
反
す
る
者
に
は
違
勅
の
罪
を
科
す
と
ま
で
徹
底
し
た
こ
と
は
前

述
の
元
興
寺
大
法
会
事
件
の
理
解
を
容
易
に
し
、
ま
た
長
屋
王
事
件
の
背
景

の
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

（
三
）

　

文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
八
月
一
九
日
の
「
詔
メ

曰
ク

、
藤
原
朝
臣
ニ

所
メレ

賜
フ一

之
姓
ハ

、
宜ベシ
クレ

令
シ
ム

二

其
ノ

子
不
比
等
ラ
メ

承
ケ一

レ

之
ヲ

、
但
シ

意
美
麻
呂
等
者
ハ

、

縁
テレ

供
ス
ル
ニ

神
事
ニ一

、
宜
クレ

復
ス二

舊
姓
ニ一

焉
、」
と
あ
る
。
こ
の
詔
と
の
関
係
で
注

目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
文
武
二
年
三
月
九
日
の
詔
、
即
ち
「
筑

前
国
宗ム
ナ

形カ
タ

、
出
雲
ノ

国
意オ

宇ウ

二
郡
ノ

司
ハ

、
宜
クレ

聴
スレ

連―

二

任
ス
ル
ヿ
ヲ

三
等
己
上
ノ

親

ヲ一

」
と
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
詔
の
翌
日
一
〇
日
に
は
、「
任
ス二

諸
国
ノ

郡
司
ヲ一

因
テ

詔
ス
ラ
ク

、
諸
国
ノ

司
等
銓―

二

擬
ス
ル
ヿ

郡
司
ヲ一

勿
レレ

有
ル二

偏カ
タ
ヨ
リ
ク
ミ
ス
ル
ヿ

党
一

郡
司
居
スレ
ル
ヿ

任マ
ケ
ド
コ
ロニ

、

必
ズ

須
ク三

如
ク
メ

レ

法
、
自
今
以
後
不
ル二

違
越
セ一

、」
と
あ
る
の
で
、
宗
形
・
出
雲
の

両
社
に
対
し
て
い
か
に
格
別
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
か
が
わ
か
る
。
こ
の
三
等

は
三
親
等
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
注
記
の
通
り
で
、
一
般
の
式
部
上
の
郡
司

任
用
と
異
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
意
美
麻
呂
の
復
姓
は
神
道
に
対
す
る
一
種
の
保
護
政
策
の
一
つ

の
表
れ
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
意

美
麻
呂
の
心
情
と
し
て
は
全
盛
の
藤
原
氏
一
門
か
ら
は
ず
さ
れ
た
と
い
う

意
識
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
『
続
日
本

紀
』
を
は
じ
め
と
し
て
姓
を
記
さ
ず
に
た
だ
「
意
美
麻
呂
」
と
の
み
記
す
こ

と
の
意
味
を
推
察
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
復
姓
の
詔
の
四
ヶ
月
後

の
一
二
月
に
鋳
銭
司
が
設
け
ら
れ
た
時
、
意
美
麻
呂
が
そ
の
長
官
に
任
ぜ
ら

れ
、
慶
雲
二
年
（
七
〇
五
）
四
月
に
は
左
大
弁
に
任
命
さ
れ
、
一
〇
年
後
の

和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
に
は
神
祇
伯
と
な
り
、
最
後
は
同
四
年
（
七
一
一
）

四
月
閏
六
月
中
納
言
兼
神
祇
伯
で
没
し
て
い
る
。

　

上
田
正
昭
氏
に
よ
れ
ば
神
祇
官
の
長
で
あ
る
神
祇
伯
は
「
神
祇
祭
祀
・
祝

部
・
神
部
の
名
籍
・
鎮
魂
・
御
巫
・
卜
兆
・
官
事
を
惣
判
」
し
た
。
ま
た
、「
わ

が
国
の
官
制
は
、
二
官
（
太
政
官
・
神
祇
官
）
と
太
政
官
の
も
と
の
八
省
（
中

務
省
・
式
部
省
・
治
部
省
・
民
部
省
・
兵
部
省
・
刑
部
省
・
大
藏
省
・
宮
内
省
）

で
組
織
さ
れ
、
太
政
官
に
神
祇
官
が
な
ら
ぶ
と
い
う
形
態
で
あ
っ
た
が
、
神

祇
官
の
実
態
は
太
政
官
よ
り
下
位
に
あ
っ
て
、
官
位
令
に
あ
っ
て
も
太
政
官

は
正
一
位
・
從
一
位
相
当
、
左
右
大
臣
は
正
二
位
・
從
二
位
相
当
、
大
納
言

は
正
三
位
勲
一
等
相
当
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
神
祇
伯
は
從
四
位
勲
四
等
相

当
で
あ
り
、
事
実
八
世
紀
の
神
祇
伯
は
大
納
言
・
中
納
言
各
省
の
式
部
・
兵

部
・
宮
内
の
卿
（
長
官
）
を
兼
任
し
た
も
の
が
少
く
な
く
、
神
祇
官
と
太
政
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官
と
は
け
っ
し
て
対
等
の
官
で
は
な
か
っ
た（
三
一
）。「
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）

八
月
一
九
日
の
詔
で
祭
政
分
離
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
復
姓
に
関
し
て
は
上
田
正
昭
氏
の
祭
政
分
離
に
よ
る
律
令
行
政
組

織
の
整（
三
二
）理
、
と
共
に
復
姓
は
一
種
の
復
古
主
義
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
次
に
そ
の
事
例
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
磯
部
の
例
で
あ
る
。

　

磯
部
「
祖
父
は
豊
受
大
神
宮
禰
宜
補
任
次
第
」
に
大
神
主
祖
父
と
み
え
、

大
建
冠
奈
波
の
男
で
庚
午
年
籍
で
誤
っ
て
石
部
姓
と
な
っ
た
が
、
和
銅
四
年

（
七
一
一
）
三
月
一
六
日
の
官
符
に
よ
り
、
旧
姓
の
神
主
に
復
し
た
と
伝
え

て
い
る
。「
磯
部
は
石
部
と
も
書
き
、
こ
の
姓
の
者
は
各
地
に
分
布
す
る
が
、

伊
勢
国
の
磯
部
（
石
部
）
と
し
て
は
、
皇
太
神
宮
儀
式
帳
に
多
気
評
の
助
督

と
し
て
磯
部
真
夜
乎
が
み
え
る
ほ
か
、
皇
太
神
宮
（
内
宮
）
に
所
属
す
る

種
々
の
内
人
・
物
部
に
磯
部
姓
の
者
が
あ
り
、
ま
た
止
由
気
宮
儀
式
帳
に
記

す
豊
受
宮
（
外
宮
）
の
種
々
の
内
人
の
な
か
に
も
石
部
姓
の
者
が
み
え
る
（
三
三
）」

と
あ
る
。

　

磯
部
と
は
多
気
川
（
今
の
祓
川
）
の
東
側
を
イ
ソ
の
地
と
呼
ん
で
い
た
ら

し
い
が
、
イ
ソ
ベ
と
は
「
古
事
記
」
の
応
神
天
皇
の
条
の
「
こ
の
御
世
に
海

部
・
山
部
・
山
守
部
・
伊
勢
部
を
定
め
た
ま
ひ
き
」
と
あ
る
が
、
そ
の
イ
ソ

ベ
が
伊
勢
部
に
な
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
」
と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か

し
、
イ
ソ
ベ
は
古
代
木
簡
に
「
五イ

十ソ

戸ベ

」（
三
四
）が
あ
り
、
サ
ト
と
読
み
、
五
十
戸

一
里
制
の
里
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
道
が
古
い
し
き
た
り
を
遵
守

す
る
風
習
に
よ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
（
三
五
）。
庚
午
年
籍
に
起
源
す
る
こ
と
よ

り
こ
の
考
え
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

地
名
に
関
し
て
は
別
に
考
え
る
こ
と
に
し
て
、
以
上
の
こ
と
を
総
合
す
る

と
、
律
令
制
官
僚
国
家
形
成
に
向
け
て
の
祭
政
分
離
の
整
備
を
大
義
名
分
と

し
た
仏
教
サ
イ
ド
の
神
道
封
じ
込
め
政
策
と
、
今
一
つ
は
藤
原
一
族
内
部
の

不
比
等
側
の
意
美
麻
呂
排
除
施
策
と
が
、
復
古
主
義
的
な
流
れ
を
背
景
と
し

て
な
さ
れ
た
と
解
釈
し
た
い
（
三
六
）。

　

こ
の
こ
と
を
意
美
麻
呂
は
ど
う
受
け
止
め
た
で
あ
ろ
う
か
。
中
臣
氏
の
祖

神
天あ
め
の
こ
や
ね

児
屋
命
は
も
と
も
と
忌
部
氏
の
高た
か
み
む
す
ひ

皇
産
霊
神
の
子
孫
で
あ
る
天
あ
め
の
ふ
と
だ
ま

太
玉
命

と
共
に
天
照
大
神
の
雨天

岩
戸
籠
も
り
に
際
し
て
天
照
大
神
の
出
現
れ
に
功
績

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
伊
勢
神
宮
の
神
嘗
祭
や
臨
時
奉
弊
の
時
に
勅
使
で

あ
る
王
に
従
う
神
祇
官
使
を
代
々
勤
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
『
古
語
拾

遺
』
が
伝
え
て
い
る
（
三
七
）。
大
化
改
新
及
び
そ
の
後
の
孝
徳
天
皇
の
御
代
に
は
中

臣
鎌
足
の
活
躍
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
天
智
八
年
（
六
六
九
）
一
〇
月

鎌
足
の
病
が
重
く
な
っ
た
時
、
天
皇
が
東
宮
太
皇
弟
を
つ
か
わ
せ
て
大
織
冠

と
藤
原
姓
を
賜
っ
た
。
鎌
足
の
薨
ず
る
前
日
の
こ
と
で
あ
る
。
天
武
一
三
年

（
六
八
四
）
一
一
月
朔
、
中
臣
連
ら
の
五
二
氏
の
朝
臣
の
賜
姓
記
事
に
よ
り
、

以
降
藤
原
朝
臣
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い

る
。
従
っ
て
文
武
二
年
（
六
九
八
）
の
意
美
麻
呂
は
藤
原
意
美
麻
呂
か
ら
旧

姓
中
臣
意
美
麻
呂
へ
復
姓
し
、
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
六
月
中
納
言
兼
神
祇
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伯
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
神
祇
伯
は
神
祇
官
の
最
高
の
位
で
あ
り
、
官

位
相
当
制
に
従
っ
て
中
納
言
で
從
四
位
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
意
美
麻
呂
に
限
ら
ず
中
臣
清
麻
呂
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
か
ら
、
文
武
二

年
（
六
九
八
）
の
当
時
の
復
姓
の
勅
は
意
美
麻
呂
に
と
っ
て
は
叙
位
の
将
来

の
上
限
の
ス
ト
ッ
プ
を
意
味
す
る
一
種
の
左
遷
で
あ
る
と
受
け
止
め
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
文
武
天
皇
の
考
え
が
ど
こ
ま
で
あ
っ
た
か
は
知
る
よ

し
も
な
い
が
、
藤
原
氏
一
族
が
神
道
側
を
も
支
配
の
中
に
残
し
た
い
と
す
る

不
比
等
側
の
犠
牲
と
な
っ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

（
四
）

　

次
に
神
道
に
関
す
る
も
の
と
し
て
賀
茂
祭
を
取
り
上
げ
る
。
周
知
の
よ
う

に
こ
の
期
に
は
賀
茂
祭
に
は
次
の
五
回
の
禁
制
関
連
の
事
項
が
出
さ
れ
て
い

る
。

　

①
『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
三
月
二
一
日
の
条
「
禁
ズ二

山
背
国
賀
茂
祭
ノ

日
会
メレ

衆
ヲ

騎
射
ス
ル
ヿ
ヲ

一

」
（
三
八
）

　

　

②
『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
四
月
三
日
の
条
「
禁

下

祭
二

賀
茂
神
一

日
、
徒
衆
会
集
、
執
レ

仗
騎
射
上

、
唯
当
国
之
人
不
レ

在
二

禁
限
一

」
（
三
九
）

　

　

③
『
続
日
本
紀
』
元
明
天
皇
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
四
月
二
〇
日
の
条
「
詔

ラ
ク

、
賀
茂
祭
ノ

日
、
自
今
以
後
、
国
司
毎
レ

年
親
カ
ラ

臨
テ

検
察
セ
ヨ

焉
　
　
（
四
〇
）」　

　

④
『
本
朝
月
令
』「
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
三
月
。
家
人
会
集
。
一
切
禁

断
。（
四
一
）」　

　

⑤
『
三
代
格
』
天
平
一
〇
年
（
七
三
八
）
四
月
二
二
日
勅
、
比
年
以
来
、

祭
賀
茂
之
神
之
日
、
会
集
人
馬
、
悉
皆
禁
断
、
自
今
以
後
、
任
意
聴

祭
、
但
祭
礼
之
庭
勿
令
鬪
乱
。

で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
禁
制
が
『
続
日
本
紀
』
所
引
で
一
三
年
間
に
三

度
、
と
『
本
朝
月
令
』
で
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
は
賀
茂
祭
の
日
に
衆
を
含
め
て
騎
射
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
禁
制

で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
が
、
そ
の
趣
旨
と
か
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
行
動
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
か
の
理
解
に
は
違
い
が
み
ら
れ
る
。
岡
田

精
司
氏
は
、
行
基
の
一
門
の
宗
教
活
動
が
禁
断
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
を
想

起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
と
し
、
神
社
祭
祀
が
、「
後
世
の
祭
祀
に
み
る
流
鏑

馬
の
よ
う
な
行
事
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
が
律
令
国
家
に
と
っ
て

は
繰
り
返
し
禁
令
を
発
布
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
、
不
穏
な
反
国
家
的
な
動

き
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（
四
三
）」
と
し
て
い
る
。
新
日
本
古
典
文

学
大
系
『
続
日
本
紀
』
で
は
、
④
の
衆
人
が
会
集
す
る
こ
と
自
体
が
禁
止
さ

れ
た
こ
と
と
、『
本
朝
月
令
』
所
引
「
秦
氏
本
系
帳
」
の
欽
明
天
皇
の
時
代

に
風
吹
雨
零
の
時
、
卜
部
伊
吉
若
日
子
に
卜
わ
し
め
た
と
こ
ろ
、
賀
茂
神
の

祟
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
四
月
吉
日
を
選
ん
で
「
馬
繋
レ

鈴
、
人
蒙
二

猪
影
一
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而
駈
馳
」
を
祭
の
際
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
⑤
の
『
三
代
格
』
の
但

し
書
き
の
、
鬪
乱
を
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
全
面
禁
制
解
除
を
あ
げ
て
「
鬪

乱
の
発
生
が
騎
射
の
禁
止
な
い
し
制
限
の
理
由
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と

し
て
い
る
（
四
五
）。
岡
田
氏
は
①
②
③
を
あ
げ
、
前
述
の
如
く
不
穏
な
反
国
家
的
な

動
き
と
は
具
体
的
に
「
行
基
の
一
門
の
宗
教
活
動
が
禁
断
の
対
象
と
な
っ
た

こ
と
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
」
と
し
た
上
で
山
城
国
風
土
記
に
み
ら
れ

る
賀
茂
祭
創
始
説
話
は
国
司
が
臨
察
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
神
社
側
が
云

い
だ
し
た
こ
と
と
す
れ
ば
両
者
の
関
係
が
説
明
が
つ
く
の
で
は
な
い
か
と
し

て
い
る
（
四
六
）。

　

こ
こ
で
の
問
題
は
以
下
の
点
で
あ
る
。
第
一
は
な
ぜ
同
じ
内
容
の
禁
制
が

出
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
禁
制
が
文
武
天
皇
の
初
期
に
集
中
し
て
い
る
の

か
。
意
美
麻
呂
復
姓
（
旧
姓
復
帰
）
の
（
三
）
に
み
た
よ
う
に
①
の
文
武
天

皇
二
年
と
符
合
す
る
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
復
古
主
義
の
流
れ
に
沿
う
も

の
で
あ
り
、
宗
教
面
で
の
神
道
に
限
ら
ず
、
民
政
面
で
の
本
貫
主
義
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
指
摘
だ
け
に
止
め
た
い
。

　

第
二
は
③
の
「
親
臨
検
察
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
最
初
に
指
摘
し
た
い
こ

と
は
「
親
」
は
朝
日
新
聞
社
版
『
続
日
本
紀
』
で
は
「
親
カ
ラ

」
と
読
み
、
新

日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
で
は
「
親
し
く
」
と
読
ん
で
い
る
が
（
四
八
）、

い
ず
れ
に
し
て
も
国
司
の
検
察
下
に
置
か
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
管
理
が
国

司
の
も
と
に
置
か
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
、
管
理
を
国
司

と
明
確
に
し
た
一
種
の
降
格
で
あ
り
、
神
道
へ
の
弾
圧
の
一
つ
の
形
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
後
者
の
点
に
つ
い
て
は
④
の
禁
制
を
み
れ
ば
わ
か
る

よ
う
に
、
規
制
弾
圧
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
⑤
の
解
除
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
次
に
前
者
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。『
本
朝
月
令
』
に
は
「
令

三

山
背
国
営
二

賀
茂
神
宮
一

。」、「
神
祇
令
云
。
天
神
地
祇
。
神
祇
官
皆
依
二

常

典
一

祭
レ

之
。」
と
あ
り
、
つ
づ
い
て
、「
義
解
云
。
天
神
謂
二

伊
勢
。
山
城
鴨
。

住
吉
。
出
雲
国
造
斎
神（
四
九
）等

一

。」
と
あ
る
。
最
後
の
文
は
、
伊
勢
・
住
吉
・
出

雲
が
、
い
わ
ば
賀
茂
社
が
国
ス
ケ
ー
ル
で
斎
神
を
競
っ
た
神
社
で
あ
っ
た
中

か
ら
朝
廷
が
伊
勢
神
宮
と
同
格
と
な
る
こ
と
へ
の
規
制
、
即
ち
降
格
措
置
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
国
司
の
主
催
す
る
「
国
祭
」
と

し
て
定
着
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
神
道
と
天
皇
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、

こ
の
賀
茂
社
と
の
関
係
も
例
外
で
は
な
い
。
賀
茂
社
の
創
建
に
つ
い
て
記
し

た
山
城
国
風
土
記
逸
文
に
よ
る
と
、「
正
一
位
勲
二
等
賀
茂
大
神
御
社
。
賀

茂
者
。
日
向
曽
之
峯
天
降
坐
神
賀
茂
建
角
身
命
也
。
神
倭
石
寸
比
古
之
御
前

立
上
坐
而
宿―

二

坐
大
倭
葛
木
山
之
峯
一

。
自
レ

彼
漸
遷
。
至
二

山
城
国
岡
田
之
賀

茂
一

隨
二

山
代
河
一

下
坐
下

葛
野
河
与
二

賀
茂
河
一

所
レ

会
。（
以
下
略（
五
〇
））」
と
あ
る

よ
う
に
、
日
向
の
天
降
り
伝
承
を
も
つ
記
紀
と
の
関
連
が
伝
え
ら
れ
、
大
和

で
は
神
道―
天
皇
家
と
の
関
係
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
葛
木
山
と
の
伝
承
を

も
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
青
木
紀
元
氏
は
、「
可
茂
社
の
神
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は
日
向
国
曽
の
峰タ
ケ

に
天
降
り
し
た
賀
茂
建
角
身
命
で
あ
り
、
そ
の
神
は
神
倭

石
余
比
古
を
先
導
し
て
大
和
の
葛
木
山
（
現
御
所
市
）
に
宿
り
、
そ
の
地
よ

り
山
代
国
岡
田
の
賀
茂
（
現
相
楽
郡
賀
茂
町
）
に
移
り
、
更
に
木
津
川
を
北

上
し
、
賀
茂
川
上
流
に
至
り
、
久
我
の
国
の
北
山
基
に
鎮
座
し
た
」
と
し
、

さ
ら
に
、「
こ
の
伝
説
か
ら
、
賀
茂
氏
は
、
大
和
葛
木
山
の
拠
地
か
ら
移
住

し
た
も
の
で
奉
斎
す
る
神
は
、
賀
茂
建
角
身
命
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
を
説
明

し
て
い
る（
五
一
）。
つ
ま
り
こ
の
こ
と
は
、
天
皇
家
は
云
う
に
及
ば
ず
当
時
の
識
者

の
間
で
は
賀
茂
社
は
天
皇
家
の
信
仰
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で

あ
っ
た
わ
け
で
、「
会
衆
騎
射
」「
徒
衆
会
集
執
仗
騎
射
」
が
な
さ
れ
る
と
い

う
の
は
禁
ず
る
名
目
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
に
騎
射
は
宮

中
で
行
わ
れ
て
い
る
行
事
に
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
問
題
は
一
つ
に
は
神
道
側
に
対
す
る
会
衆
騎
射
の
名
を
借

り
た
仏
教
側
の
弾
圧
と
、
他
の
一
つ
は
、
こ
れ
に
対
す
る
神
道
側
の
妥
協
的

対
応
策
で
あ
る
「
国
祭
」
へ
の
降
格
の
二
つ
の
表
れ
で
あ
る
と
解
さ
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
た
い
。

（
五
）

　

次
に
『
続
日
本
紀
』
の
元
正
天
皇
養
老
五
年
（
七
二
一
）
一
〇
月
一
三
日

の
条
を
取
り
上
げ
た
い
。

「
太
上
天
皇
召―

二

入
テ

右
大
臣
從
二
位
長
屋
王
、
参
議
從
三
位
藤
原
朝
臣
房
前

ヲ一

、
詔
メ

曰
、
朕
聞
ク

、
万
物
ノ

之
生
、
靡ナ
シ

レ

不
ト
云
ヿ

レ

有
レ

死
、
此
レ

則
天
地
ノ

之

理
、
奚
ム
ゾ

可
ム二

哀
悲
ス一

、
厚
メレ

葬
ヲ

破
リレ

業
ヲ

、
重
テレ

服
ヲ

傷
ル
ヿ
ハ

レ

生
ヲ

、
朕
甚
ダ

不
レ

取
ラ

焉
、
朕
崩
ゼ
ム

之
後
ハ

、
宜
クシ

レ
下

於
テ二

大
和
ノ

国
添
上
郡
藏サ

宝ホ

山ヤ
マ

北
雍ヨ

良ラ
ノ

岑ミ
ネ
ニ一

造
テレ

竈
ヲ

火
葬
ニ
メ

、
莫
レ

致
ル
ヿ

二

他
處
ニ一

、（
五
二
）」　

と
あ
る
。
こ
の
条
は
元
明
天
皇
の
い
わ
ば
遺
言
で
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ

き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
こ
こ
で
は
関
係
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
取
り

上
げ
た
い
。
第
一
は
召
入
れ
ら
れ
た
中
に
遺
言
で
あ
り
な
が
ら
首
皇
子
（
聖

武
天
皇
）
が
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
左
大
臣
不
比
等
の
没
は

養
老
四
年
八
月
三
日
で
あ
る
か
ら
ほ
ぼ
一
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
從
二
位
右

大
臣
の
長
屋
王
が
最
初
に
召
入
れ
ら
れ
、
次
に
不
比
等
の
男
房
前
が
続
い
て

い
る
。
第
二
に
は
不
比
等
の
跡
を
つ
ぐ
べ
き
武
智
麻
呂
が
入
ら
ず
に
房
前
が

入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
は
火
葬
に
し
て
ほ
し
い
と
遺
言
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
第
一
点
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
形
式
の
上
で
は
元
正

天
皇
か
ら
皇
太
子
の
首
皇
子
に
譲
位
さ
れ
る
こ
と
は
既
定
の
事
実
で
あ
る
と

は
い
う
も
の
の
、
文
武
天
皇
没
後
祖
母
の
元
明
天
皇
に
つ
づ
い
て
伯
母
の
元

正
天
皇
を
年
が
若
い
と
い
う
理
由
で
お
く
れ
た
こ
と
と
の
関
連
に
お
い
て

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
不
連
続
性
に
は
他
に
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
野
村
忠
夫
氏
は
天
平
一
六
年

（
七
四
四
）
二
月
二
四
日
に
聖
武
天
皇
は
紫
香
楽
宮
へ
出
発
し
て
行
く
が
、
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そ
の
留
守
官
と
し
て
難
波
宮
に
残
っ
た
左
大
臣
諸
兄
が
二
六
日
に
難
波
を
皇

都
と
す
る
旨
の
勅
を
宣
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
そ
の
背
景
に

元
正
太
上
天
皇
の
意
向
が
推
測
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
元
正
天
皇
と

聖
武
天
皇
と
の
間
に
は
聖
武
天
皇―

光
明
皇
后―

藤
原
南
家
（
豊
成
・
仲
麻

呂
）
と
元
正
太
上
天
皇―

諸
兄
と
の
系
列
の
対
立
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る（
五
三
）。
ま
た
、
こ
の
対
立
関
係
は
養
老
元
年
（
七
一
七
）
三
月
三
日
老
左
大
臣

石
上
朝
臣
麻
呂
が
七
八
才
の
生
涯
を
終
え
、
五
九
才
の
不
比
等
が
政
権
を
確

立
す
る
と
、
実
質
的
後
継
者
に
嫡
子
武
智
麻
呂
（
三
八
才
、
南
家
の
祖
）
の

身
分
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
次
男
の
房
前
（
法
的
に
は
庶
子
、
三
七
才
、
北

家
の
祖
）
を
政
治
後
継
者
に
選
ん
だ
。
つ
ま
り
同
年
一
〇
月
一
一
日
議
政
官

が
激
減
し
た
現
状
を
と
ら
え
、
兄
の
武
智
麻
呂
を
差
し
お
い
て
房
前
を
「
朝

政
に
参
議
さ
せ
た
」
と
し
、「
そ
の
選
択
に
は
、
お
そ
ら
く
継
室
三
千
代
と

の
合
議
が
あ
り
、
ま
た
、
元
明
太
上
天
皇
・
元
正
女
帝
の
了
承
が
あ
っ
た
と

推
測
で
き
る
」
と
し
、
そ
れ
は
「
今
後
も
継
続
さ
れ
る
べ
き
律
令
体
制
の
貫

徹
と
い
う
律
令
国
家
の
使
命
と
、
首
皇
太
子
・
安
宿
媛
の
前
途
安
泰
を
期
す

る
役
割
と
を
実
質
的
に
房
前
に
託
そ
う
と
し
た
」
か
ら
で
あ
る
と
、
そ
の
後

継
者
選
択
の
意
志
が
不
比
等
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る（
五
四
）。
し
か
し
、
そ
の
背

景
の
全
容
の
綜
合
は
の
ち
に
述
べ
る
が
、
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
こ
の
遺

言
の
展
開
が
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
元
明
太
上
天
皇
と

武
智
麻
呂
は
う
ま
く
い
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
役
割
を
内
臣
と
し

て
の
房
前
が
果
た
し
て
お
り
、
女
帝
体
制
の
当
初
に
お
い
て
文
武
天
皇
、
元

明
天
皇
が
考
え
て
い
た
よ
う
に
は
首
皇
太
子
は
な
ら
ず
、
皇
太
后
・
太
皇
大

后
の
意
志
を
継
承
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
こ
こ
は
止
め
た

い
が
、
そ
の
関
係
を
如
実
に
示
す
も
の
が
元
明
太
上
天
皇
の
遺
言
で
あ
っ
た

と
考
え
た
い
。

　

第
三
の
火
葬
の
問
題
に
つ
い
て
は
本
稿
に
と
っ
て
は
基
本
に
か
か
わ
る
こ

と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
化
の
問
題
と
し
て
長
屋
王
事
件

の
背
景
を
考
え
る
と
、
日
本
の
深
層
文
化
に
か
か
わ
る
か
ら
で
あ
る（
五
五
）。
そ
れ

故
こ
こ
で
は
火
葬
の
問
題
を
聖
武
天
皇
の
場
合
を
も
含
め
て
検
討
す
る
こ
と

に
す
る
。

　
『
続
日
本
紀
』
に
従
え
ば
、
こ
の
期
の
火
葬
記
事
は
、
六
世
紀
前
半
の
仏

教
公
伝
に
関
連
し
て
、
従
前
の
土
葬
に
代
わ
っ
て
火
葬
が
普
及
し
た
こ
と
が

一
般
的
理
解
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
四

年
（
七
〇
〇
）
三
月
一
〇
日
の
「
道
照
和
尚
物
化
」
記
事
の
中
の
遺
教
に
よ

り
火
葬
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
「
天
下
火
葬
從
リ
メ

レ

此
而
始
レ
リ

也（
五
六
）」
と
あ
っ
て
知

ら
れ
、
こ
の
記
事
に
よ
り
「
か
ね
て
か
ら
道
照
を
敬
重
し
て
い
た
持
統
・
文

武
・
元
明
・
元
正
ら
に
火
葬
を
望
ま
せ
、
朝
廷
の
内
外
に
こ
れ
が
影
響
し
て

俄
か
に
火
葬
が
盛
行
し
始
め
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
無
理
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
受
け
取
ら
れ
、
こ
れ
に
反
し
て
道
照
を
知
ら
な
い
聖

武
・
光
明
に
至
っ
て
篤
信
の
仏
教
徒
で
あ
り
な
が
ら
も
土
葬
に
戻
っ
た
か
の
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よ
う
な
葬
儀
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
理
由
づ
け
を
説
明
し
て
い
る
（
五
七
）。

　

聖
武
天
皇
の
場
合
は
天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
）
五
月
二
日
五
六
才
で
崩

御
、
同
五
月
一
九
日
の
太
上
天
皇
佐
保
山
陵
に
葬
み
奉
る
に
つ
い
て
、
本
文

注
で
は
聖
武
が
没
し
て
か
ら
一
四
日
目
に
一
九
日
が
当
た
る
こ
と
を
あ
げ
る

と
共
に
、「
火
葬
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
と
し
た
上
で
山
陵
で
火
葬
さ

れ
た
可
能
性
は
あ
る
が
確
証
は
な
い（
五
八
）」
と
し
て
い
る
が
、
補
注
の
火
葬
の
項

で
は
前
述
の
如
く
、
持
統
・
文
武
・
元
明
・
元
正
ら
の
道
照
を
知
っ
て
い
る

天
皇
に
は
火
葬
を
望
ま
せ
朝
廷
の
内
外
に
火
葬
が
盛
行
す
る
端
緒
を
作
っ
た

が
聖
武
・
光
明
に
至
っ
て
土
葬
に
戻
っ
た
の
は
道
照
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
と
述
べ（
五
九
）、
若
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
示
し
て
い
る
。

　

元
正
天
皇
の
場
合
は
天
平
二
〇
年
（
七
四
八
）
四
月
二
八
日
「
太
上
天
皇

を
佐
保
山
陵
に
火
葬
し
て
い
る
」
が
そ
の
時
の
山
陵
の
位
置
は
明
瞭
で
な
い

が
、
そ
こ
か
ら
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
一
〇
月
に
奈
保
山
西
陵
に
改
葬

さ
れ
て
い
る
（
六
〇
）。

　

元
明
太
上
天
皇
の
場
合
は
養
老
五
年
（
七
二
一
）
一
二
月
七
日
平
城
宮
中

安
殿
で
六
一
才
で
崩
御
し
て
い
る
。
同
一
三
日
大
和
国
添
上
郡
椎
山
陵
に

「
不
レ

用
二

喪
儀
ヲ一

、
由
レ
リ

二

遺
詔
ニ一

也（
六
一
）」
と
し
て
葬
っ
て
い
る
が
前
述
の
遺
言
に

も
か
か
わ
ら
ず
火
葬
に
し
た
と
い
う
記
事
は
ど
こ
に
も
見
出
せ
な
い
。
新
日

本
古
典
文
学
大
系
本
も
同
様
で
あ
る（
六
二
）。
そ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
同
八
日
の
御
装
束
事
へ
の
從
二
位
長
屋
王
、
從
三
位
の
藤
原
朝
臣
武
智

麻
呂
等
、
営
陵
事
に
大
伴
宿
称
旅
人
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
て
い
る
記
事
で

あ
る
。
不
比
等
は
既
に
前
年
の
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
八
月
三
日
に
薨
じ
て

お
り
、
長
屋
王
が
実
権
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
火
葬
を
遺
言
し
た
元

明
天
皇
の
遺
言
の
場
に
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
遺
言
の
趣
旨
を
充
分
に
理
解

し
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
こ
と
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
従
来
の
神
道
方
式

が
本
来
の
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
を
信
念
と
し
て
持
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
な
ど
に
よ
り
、
自
ら
装
束
事
と
な
っ
て
火
葬
に
よ
ら
な
い
百
姓

の
た
め
の
従
来
方
式
に
よ
る
薄
葬
の
陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
に
は
い
く
つ
か
の
前
提
が
必
要
で
あ
る
。
第
一
は
葬

儀
は
特
別
の
遺
言
が
あ
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
逝
去
し
た
被
葬
者
の
心
よ
り
も

葬
儀
を
行
う
者
の
心
の
方
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
葬

儀
に
は
そ
れ
を
行
う
従
来
の
伝
統
的
仕
来
り
が
大
き
な
意
義
を
も
つ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
元
明
太
上
天
皇
の
場
合
は
元
正
天
皇
と
長
屋
王
が
第
一
に
属

す
る
こ
と
で
、
元
正
太
上
天
皇
の
場
合
は
そ
れ
故
聖
武
天
皇
が
執
行
し
火
葬

に
し
た
と
考
え
た
い
。
前
者
の
場
合
の
遺
言
は
天
皇
家
と
い
う
第
二
の
条
件

の
こ
と
も
あ
っ
て
遺
言
の
精
神
が
生
か
さ
れ
て
仏
教
の
火
葬
方
式
が
見
送
ら

れ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
後
者
の
場
合
は
第
二
の
条
件
よ
り
も
葬

儀
を
行
う
聖
武
天
皇
の
意
志
が
天
皇
家
と
し
て
の
仕
来
り
を
上
回
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
と
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
ほ
ど
聖
武
天
皇
の
仏
教
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信
仰
は
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
批
判
を
受
け
る
ほ
ど
深
甚
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
六
）

　

天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
五
月
一
〇
日
小
さ
い
事
件
が
『
続
日
本
紀
』

に
記
さ
れ
て
い
る
。「
出
雲
国
守
從
四
位
上
大
伴
宿
禰
古
慈
斐
、
内
竪
淡
海

眞
人
三
船
、
坐ツ
ミ
メ

下

誹―

二

謗
シ

朝
廷
ヲ一

无
ト
云

中

ニ

人
臣
ノ

之
禮
上

、
禁
ゼ
ラ
ル

二

左
右
ノ

衛
士
府

ニ一

、」（
六
四
）と
あ
る
。
内
竪
は
「
知
比
佐
和
良
波
」
と
注
さ
れ
、
未
冠
の
童
を
殿
上

の
駈
使
に
侯
せ
し
む
る
を
云
」
と
あ
る
。
淡
海
眞
人
三
船
は
中
西
康
裕
氏
に

よ
れ
ば（
六
五
）、『
続
日
本
紀
』
の
編
纂
に
当
た
り
、
長
屋
王
の
誥
告
を
主
張
し
、

光
仁
天
皇
の
承
諾
を
得
て
、
贈
位
に
よ
り
復
権
を
果
た
さ
せ
た
人
物
で
、
天

平
勝
宝
八
歳
以
降
そ
れ
ま
で
の
間
に
、
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
七
月
二
三
日

正
五
位
上
で
刑
部
大
輔
、
同
三
年
四
月
二
〇
日
大
学
頭
見
任
で
文
章
博
士
兼

任
、
同
八
年
一
月
二
五
日
大
判
事
、
同
九
年
二
月
二
三
日
文
章
博
士
で
再
び

大
学
頭
に
任
ぜ
ら
れ
る
の
で
、
当
時
に
あ
っ
て
も
天
皇
家
の
御
養
育
係
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
。
淡
海
は
わ
か
ら
な
い
が
大
伴
宿
禰
古
慈
斐
は
謀
叛
な
ど

の
犯
罪
の
嫌
疑
を
受
け
た
者
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
左
右
衛
士
府
に
留
置
さ

れ
た
。
大
伴
宿
禰
古
慈
斐
が
解
任
か
、
土
佐
守
へ
の
左
遷
か
、
流
罪
か
、
史

料
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
い
ず
れ
か
の
処
罰
を
受
け
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
古
慈
斐
は
祖
父
麻
呂
の
子
で
、
天
平
一
一
年
（
七
三
九
）
正
月
從
五
位

下
、
同
一
四
年
（
七
四
二
）
四
月
正
五
位
下
で
河
内
守
を
経
て
、
前
述
の
出

雲
守
に
な
る
が
、
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
七
月
橘
奈
良
麻
呂
の
変
に
坐

し
、
土
佐
へ
配
流
、
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
一
一
月
從
四
位
上
に
復
し
、
同

六
年
從
三
位
、
同
八
年
從
三
位
で
大
和
守
と
な
り
、
八
三
才
で
没
し
て
い

る
。
淡
海
眞
人
三
船
に
つ
い
て
は
全
く
手
が
か
り
が
な
い
が
、
そ
の
後
の
昇

進
を
み
る
と
処
罰
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し

て
も
其
後
間
も
な
く
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
七
月
大
伴
宿
禰
古
慈
斐
は

橘
奈
良
麻
呂
の
変
に
坐
し
、
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
一
一
月
本
位
の
從
四
位

上
に
復
し
は
す
る
が
、
任
国
で
あ
る
土
佐
に
配
流
さ
れ
る
の
で
あ（
六
六
）る
。

　

こ
の
朝
廷
誹
謗
事
件
は
奈
良
麻
呂
の
変
と
関
連
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
注
目
す
べ
き
点
だ
け
を
結
論
と
し
て
述
べ
れ
ば
、
左
大
臣
橘
朝
臣

諸
兄
の
家
司
或
は
資
人
の
祇
承
の
人
の
佐
味
宮
守
が
主
人
に
当
た
る
諸
兄

を
、
た
と
え
一
年
も
前
の
酒
の
席
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
は
い
え
宝
字
元
年

（
七
五
七
）
一
月
二
八
日
に
太
上
天
皇
（
聖
武
）
に
云
っ
て
諸
兄
を
致
仕
（
辞

任
）
に
追
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
と
は
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
相
通
ず
る
も

の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
奈
良
麻
呂
の
変
の
一
コ
マ
に
、
勅
使
が
奈
良

麻
呂
に
逆
謀
の
動
機
を
問
う
た
の
に
対
し
て
、
内
相
（
仲
麻
呂
）
の
政
が
、

「
造
二

東
大
寺
一

、
人
民
苦
辛
、
氏
々
人
等
、
亦
是
爲
レ

憂（
六
七
）」
と
答
え
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
一
般
に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
勅
使
が
寺
を
造
る
こ
と
は
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元
、
汝
が
父
の
時
よ
り
起
れ
り
と
答
え
た
。
問
答
が
鮮
や
か
で
あ
っ
た
こ
と

に
の
み
関
心
が
持
た
れ
、
古
代
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
手
本
と
さ
れ
て
き
て
い
る

こ
と
で
あ
る
が
、
前
の
朝
廷
誹
謗
事
件
と
余
り
に
も
状
況
が
合
致
す
る
こ
と

に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
仏
教
一
辺
倒
に
な
っ
て
い
る
状
況
、
例
え
ば
、
聖
武

太
上
天
皇
没
後
に
詔
し
て
「
分―

二

遣
テ

使
工
ヲ一

、
検―

二

催
セ
シ
ム

諸
国
ノ

仏
像
ヲ一

。
宜
ク三

来
年
ノ

忌
日
ニ

必
ズ

令
ム二

造
了
ヲ一

。
其
仏
殿
ニ

兼
テ

使
ム二

造
リ

備
ヘ一

。
如モ
シ

有
ラ
バ

二

仏
像
并
ニ

殿
巳
ニ

造
畢
ル
ヿ

一

者
、
亦
造
テレ

塔
ヲ

令
メ
ヨ

レ

会
二

忌
日
ニ一

。」（
六
八
）と
い
う
こ
と
に
対
す
る

誹
謗
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
が
小
は
朝
廷
誹
謗
事
件
と
な
り
、
大
は

奈
良
麻
呂
事
件
と
な
っ
た
と
考
え
た
い
。
ま
た
、
そ
の
底
流
に
は
鎌
足

｜

不

比
等
か
ら
光
明
皇
后
に
領
導
さ
れ
た
聖
武
天
皇
に
受
継
が
れ
て
東
大
寺
及
び

大
仏
建
造
と
国
分
寺
及
び
国
分
尼
寺
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
の
で
あ

る
。

（
七
）

　

次
に
仏
教
に
対
す
る
対
応
策
と
考
え
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す

る
。
元
正
天
皇
養
老
五
年
（
七
二
一
）
五
月
五
日
の
令
に
は
「
令
下

七
道
ノ

按

察
使
、
及
太
宰
府
ヲ
メ

、
巡―

二

省
メ

諸
寺
ヲ一

隨
レ

便
二

併
合
セ

上

」（
六
九
）と
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
諸
寺
併
合
令
で
あ
る
。
こ
の
令
が
神
道
側
の
発
想
か
ら
発
せ
ら
れ
た
と
考

え
る
こ
と
は
、
発
せ
ら
れ
た
五
月
五
日
が
神
道
に
も
と
づ
く
菖
シ
ョ
ウ

蒲ブ

の
節
句
の

日
で
、
こ
れ
に
伴
う
儀
式
が
行
わ
れ
る
日
に
当
た
る
こ
と
が
第
一
の
根
拠
で

あ
る
。
第
二
は
こ
の
令
は
元
正
天
皇
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
五
月
一
五
日
の

詔
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
繁
雑
で
あ
る
が
全
文
を
掲
げ
る
こ

と
に
す
る
。

　

詔
メ

曰
ク

、
崇―

二

餝
ス
ル
ハ

法
藏
ヲ一

、
肅
敬
ヲ

爲
レ

本
ト

、
営―

二

修
ス
ル
ハ

佛
廟
ヲ一

、
清
浄
ヲ

爲
レ

先
ト

、
今
聞
ク

、
諸
国
ノ

寺
家
、
多
ク

不
レ

如
ナ
ラ

レ

法
ノ

、
或
ハ

草
堂
如
闢
、
爭
ヒ

―

二

求
メ

額
題
ヲ一

、
幢
幡
僅
ニ

施
シ

、
即
訴
ヘ二

田
畝
ヲ一

、
或
ハ

房
舎
不
レ

修
メ

、
馬
牛
群
聚

シ

、
門
庭
荒
廃
、
荊
棘
弥
生
ジ

、
遂
ニ

使
メ下

無
上
ノ

尊
像
ヲ
メ

永
蒙
二

塵
穢
ヲ一

、
甚
深
ノ

法
藏
ヲ
メ

不
ラ上

レ

免
レ二

風
雨
ヲ一

、
多
歴
二

年
代
一

、
絶
テ

無
シ
ト

二

構
成
ス
ル
ヿ

一

、
於
テ

レ

事
勘

量
ス
ル
ニ

、
極
メ
テ

乖
ケ
リ

二

崇
敬
ニ一

、
今
故
ヒ

併―

二

兼
テ

数
寺
ヲ一

、
合―

二

成
ス

一
区
ニ一

庶
幾
ク
ハ

同
メ

レ

力
ヲ

共
ニ

造
リ

、
更マ
タ

興
サ
ム

二

頽
法
ヲ一

、
諸
国
司
等
、
宜
ク

明
ニ

告
ゲ

二

国
師
衆
僧
及

檀
越
等
ニ一

、
條ヲ
チ
〳
〵

―

二
ニ

録
シ

部
内
ノ

寺
家
ヲ一

、
可
シ下

合―

二

并
シ

財
物
ヲ一

、
附
メ

レ

使
ニ

秦
聞
ス上

、

又
聞
ク

、
諸
国
ノ

寺
家
、
堂
塔
雖
モ

レ

成
レ
リ
ト

、
僧
尼
莫
ク

レ

住
、
礼
佛
無
レ

聞
、
檀

越
ノ

子
孫
、
惣
ベ―

二

攝ヲ
サ
メ

田
畝
ヲ

一

、
専
ラ

養
テ二

妻
子
ヲ一

、
不
レ

供
セ二

衆
僧
ニ一

、
因
テ

作ナ
シ
テ

二

諍

訟
ヲ一

、
誼―

二

擾
ス
ト

国
郡
ヲ一

、
自
レ

今
以
後
、
嚴
カ
ニ

加
ヘ

二

禁
断
ヲ一

其
ノ

所
ノレ

有
ス
ル

財
物

田
園
、
並
ニ

須シ
ク二

国
師
衆
僧
及
国
司
檀
越
等
、
相
ヒ

対
メ

検
校
シ

、
分
明
ニ

案
記
メ

充
用
ノ

之
日
、
共
ニ

判
メ

出
シ

付
サ
ヅ
ク

一

、
不
レ

得
二

依
テ

レ

旧
ニ

檀
越
等
専
制
ス
ル
ヿ
ヲ

一

、

近
江
国
ノ

守
從
四
位
上
藤
原
朝
臣
武
智
麻
呂
云
ス

、
部
内
ノ

諸
寺
、
多
ク

割
テ二

壃

区
ヲ一

、
無
レ

不
ト
云
フ

二

造
修
一

、
虛
ク

上
ル二

名
籍
ヲ一

、
観
ル
ニ

二

其
ノ

如
ク
ナ
ル
ヲ

一
レ

此
ノ

、
更
ニ

無
シ二

異
量
一

、
所
ノ

レ

有
ス
ル

田
園
、
自
ラ

欲
ス

レ

専
ニ
セ
ム
ト

レ

利
ヲ

、
若
シ

不
レ
バ

レ

匡
正
サ一

、
恐
ラ
ク
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ハ

致
サ
ム

二

滅
法
ヲ一

、
臣
等
商
量
ス
ル
ニ

、
人
能
ク

弘
ム
ト
ハ

レ

道
ヲ

、
先
哲
ノ

格
言
ナ
リ

、
闡―

二

揚
ス
ル
ハ

佛
法
ヲ一

、
聖
朝
ノ

上
願
ナ
リ

、
方
ニ

今
人
情
稍
薄
ク

、
釋
教
陵
遅
セ
リ

、
非
ズ

二

独
リ

近
江
ノ
ミ
ニ

一

、
余
国
モ

亦
爾シ
カ
リ

、
望
ム
ラ
ク
ハ

遍
ク

下
メ二

諸
国
ニ一

、
革
ア
ラ
タ
メ

レ

弊
ヲ

還
シレ

淳
ニ

、

更
ニ

張
テ

二

弛
綱
ヲ一

、
仰
称
テ
カ
ナ
ヘ
ム
ト

二

聖
願
ニ一

、
許
レ

之
ヲ

、
（
七
〇
）

　

　

こ
の
詔
は
通
常
三
項
目
か
ら
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
①
寺
院
の
合
併
を

命
ず
る
詔
、
②
は
寺
院
の
財
物
等
の
管
理
方
式
を
厳
し
く
す
る
詔
、
③
は
寺

院
を
め
ぐ
る
弊
害
の
改
革
を
求
め
る
武
智
麻
呂
の
上
奏
、
で
あ
る
。
最
初
に

あ
げ
た
養
老
五
年
五
月
五
日
の
令
は
霊
亀
二
年
五
月
一
五
日
の
①
の
く
り
返

し
で
、
い
わ
ば
催
促
を
な
す
も
の
で
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
六
月
己五丑
条

で
停
廃
が
決
定
さ
れ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
霊
亀
二
年
五
月

一
五
日
の
詔
は
同
時
期
に
当
た
る
元
正
天
皇
の
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
四
月

二
〇
日
の
国
郡
司
へ
の
詔
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
入
京
人
夫
の
衣
服
の
破

弊
菜
色
が
多
い
こ
と
を
あ
げ
て
職
務
の
公
帳
を
の
け
も
の
と
し
て
声
譽
に
身

を
や
つ
し
、
欺
謾
を
な
す
こ
と
を
批
判
し
て
、
国
司
・
郡
司
に
職
務
を
忠
実

に
実
行
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
こ
と
と
対
比
し
て
考
え
れ
ば
、
根
拠
は
推

察
の
域
を
出
な
い
が
、
直
接
的
な
神
道
の
立
場
か
ら
の
佛
教
に
対
す
る
批
判

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
国
郡
司
に
対
す
る
と
同
じ
論
理
で
寺
院

の
あ
り
方
を
批
判
し
た
も
の
で
合
併
・
併
合
は
処
罰
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
任
命
し
た
国
司
・
郡
司
は
官
職
で
あ

る
か
ら
、「
朕
將
何
任
」
と
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
寺
院
は
、
国
分
寺

及
び
国
分
尼
寺
を
除
い
て
、
官
職
で
は
な
い
か
ら
合
併
せ
よ
と
い
う
の
は
一

種
の
処
分
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
の
詔

は
佛
教
の
立
場
か
ら
し
た
単
な
る
佛
教
興
隆
の
た
め
の
寺
院
財
政
の
健
全
化

対
策
と
し
て
は
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
た
い
。
從
っ
て
神
道
の

側
か
ら
の
考
え
と
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　

次
に
③
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
③
の
、
①
か
ら
③
ま
で
の

位
置
づ
け
に
関
し
て
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
は
「
武
智
麻

呂
の
上
奏
（
３
）（
③
の
意
、
筆
者
注
）
が
契
機
と
な
っ
た
と
す
る
」（
七
一
）と
し

て
い
る
。
た
だ
こ
こ
で
こ
の
こ
と
よ
り
も
先
に
疑
問
に
感
じ
る
こ
と
は
、
近

江
国
守
從
四
位
上
藤
原
武
智
麻
呂
の
上
奏
文
が
こ
の
詔
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
、
こ
の
詔
を
出
す
契
機
に
な
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
初

に
挙
げ
る
べ
き
点
は
、
武
智
麻
呂
が
奏
上
し
て
訴
え
た
こ
と
は
近
江
国
の
部

内
の
諸
寺
の
状
況
が
、
寺
の
土
地
を
区
画
し
て
は
い
る
が
寺
の
勤
め
を
果
た

さ
ず
専
ら
自
分
の
利
益
を
得
る
こ
と
に
専
念
し
て
い
る
の
で
は
道
理
を
わ
き

ま
え
と
い
う
先
哲
の
教
え
も
、
佛
法
を
広
め
る
と
い
う
天
皇
の
佛
法
興
隆
の

願
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
近
江
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で

諸
国
に
弊
を
改
め
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
こ

の
訴
え
と
主
文
の
詔
と
は
余
り
に
も
か
け
は
な
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
本
気
で
仏
法
を
勤
め
な
い
な
ら
、
そ
ん
な
寺
は
合
併
し
た
ら
よ
い
、

そ
の
際
の
方
法
は
国
司
側
と
寺
院
側
の
衆
僧
側
と
が
立
会
え
と
い
う
こ
と
が
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の
べ
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
武
智
麻
呂
の
訴
え
を
逆
手
に
と
っ
た
措
置
、
即

ち
、
正
常
な
活
動
を
し
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
処
罰
が
な
さ
れ
て
い
る
と
み
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
從
四
位
上
武
智
麻
呂
が
な
ぜ
近
江
国
守
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
は
家
伝
下
に
は
「（
和
銅
）

五
年
三
月
徒
爲
二

近
江
守
一

」
と
あ
る
。
ま
た
、
第
三
項
の
『「
臣
等
商
量
」

と
複
数
形
な
の
で
、
武
智
麻
呂
個
人
の
奏
で
は
な
く
、
本
来
は
近
江
国
司
奏

で
あ
っ
た
か
』
と
注
し
て
あ
る
よ
う
に
、
近
江
国
か
ら
の
上
奏
で
あ
っ
て
も

武
智
麻
呂
の
奏
に
よ
っ
た
こ
と
の
異
例
さ
に
ふ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
根

本
的
に
は
官
位
相
当
制
を
と
っ
て
い
る
律
令
制
下
の
当
時
に
あ
っ
て
從
四
位

上
の
近
江
の
国
司
は
い
く
ら
藤
原
氏
と
の
関
係
が
從
前
か
ら
あ
っ
た
と
し
て

も
、
か
け
は
な
れ
た
位
階
で
あ
り
、
武
智
麻
呂
の
上
奏
が
あ
っ
た
と
し
て
も

そ
れ
が
詔
の
中
の
一
部
と
し
て
入
れ
ら
れ
て
、
な
お
そ
れ
が
全
般
的
な
詔
の

理
由
と
し
て
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
異
常
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

武
智
麻
呂
に
つ
い
て
は
、
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
四
月
七
日
に
房
前
と

共
に
從
五
位
下
か
ら
從
五
位
上
へ
の
昇
叙
が
な
さ
れ
て
い
る
が
正
四
位
上

へ
の
叙
任
記
事
が
『
続
日
本
紀
』
に
は
な
く
、
前
述
の
如
く
、
和
銅
五
年

（
七
一
二
）
六
月
「
徒
爲
二

近
江
守
一

」
と
出
て
い
る
の
み
で
あ
る
に
つ
い
て

新
日
本
古
典
文
学
大
系
で
は
「
祖
父
の
鎌
足
、
父
の
不
比
等
は
淡
海
（
近
江
）

国
と
関
係
が
深
く
、
子
の
仲
麻
呂
も
近
江
守
と
な
っ
て
い
る
」
と
疑
問
点
を

指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
先
に
あ
げ
た
元
明
天
皇
の
遺
言
と
の
関
連
、
不

比
等
の
後
継
者
選
び
と
の
関
連
も
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
に
止
め
た
い
。

（
八
）

　

八
世
紀
初
期
の
政
治
史
は
「
皇
親
政
治
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
。
前
世
紀

末
の
律
令
の
制
定
の
天
武
天
皇
の
遺
志
を
つ
い
だ
持
統
女
帝
の
受
禪
を
う
け

て
文
武
天
皇
は
、
一
五
才
で
即
位
し
二
五
才
で
な
く
な
る
ま
で
の
僅
か
一
一

年
間
の
治
世
で
は
あ
っ
た
が
、
刑
部
親
王
、
つ
づ
い
て
の
穂
積
親
王
を
知
太

政
官
事
に
任
じ
政
治
に
当
た
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
若
い
藤
原
不
比
等
も
、

当
時
の
家
格
主
義
と
大
宝
令
の
才
幹
徳
行
採
用
主
義
の
流
れ
の
中
に
あ
っ

て
、
生
き
方
の
目
標
を
律
令
の
実
施
定
着
に
置
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
続

く
元
明
・
元
正
の
時
代
は
、
文
武
天
皇
が
そ
の
遺
児
首
皇
太
子
（
聖
武
天
皇
）

の
成
長
を
待
っ
て
継
承
さ
れ
た
祖
母
元
明
、
伯
母
元
正
の
二
代
の
女
帝
の
時

代
の
、
い
わ
ば
つ
な
ぎ
の
時
代
と
つ
づ
く
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
は
そ

れ
な
る
が
故
に
い
く
つ
か
の
特
色
が
あ
る
。
そ
の
最
大
の
も
の
は
、
そ
の
後

の
聖
武
天
皇
の
時
代
と
の
対
比
に
よ
り
明
確
に
色
分
け
で
き
る
よ
う
に
、
背

後
の
姻
族
と
し
て
の
皇
后
の
領
導
の
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
こ
と
は
左
大
臣
・
右
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
太
政
官
の
意
向
が
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そ
の
ま
ま
天
皇
の
意
志
に
反
映
さ
れ
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
直
接
的
表

れ
は
、
完
成
に
近
づ
い
た
律
令
制
の
展
開
さ
れ
る
公
地
公
民
制
下
の
農
地
農

民
対
策
の
面
に
表
れ
て
く
る
。（
一
）
養
老
六
年
（
七
二
二
）
四
月
二
五
日

の
百
万
町
歩
開
墾
計
画
、
翌
養
老
七
年
（
七
二
三
）
四
月
一
七
日
の
三
世
一

身
の
法
、
天
平
元
年
（
七
二
九
）
班
田
収
授
見
直
し
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ

で
当
面
の
神
佛
の
信
仰
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
歴
代
の
天
皇
が
政

治
を
行
う
場
合
に
神
経
質
な
ま
で
に
中
国
の
儒
教
思
想
に
判
断
を
あ
お
ぎ
、

そ
の
上
に
立
っ
て
神
及
び
佛
の
双
方
に
比
較
的
公
平
に
信
仰
を
も
っ
て
い
た

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
そ
の
両
者
の
間
で
ゆ

れ
動
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
律
令
国
家

が
軌
道
に
乗
っ
た
こ
と
で
開
発
が
進
み
、
そ
の
た
め
の
用
水
不
足
に
由
来
す

る
雨
乞
ひ
を
は
じ
め
と
す
る
五
穀
豊
穣
の
祈
願
で
あ
り
、
今
一
つ
は
災
害
か

ら
逃
れ
る
た
め
の
祈
願
が
第
一
に
考
え
ら
れ
、
第
二
に
は
当
時
わ
が
国
が
東

ア
ジ
ア
の
国
際
舞
台
に
仲
間
入
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
ち
込
ま
れ
た
天
然

痘
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
流
行
性
疫
病
の
平
愈
や
長
寿
の
祈
願
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
を
文
武
天
皇
か
ら
元
明
・
元
正
天
皇
ま
で
の
祈
願
・
祈
祷
に
限
っ

て
み
れ
ば
、
神
道
に
も
と
づ
く
神
祇
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
上
に
仏
教
の
経

典
の
書
写
・
読
経
を
加
え
る
と
い
う
形
で
祈
祷
・
祈
願
が
行
わ
れ
た
時
期
に

当
た
る
。
文
武
天
皇
の
慶
雲
二
年―

三
年
（
七
〇
五―

七
〇
六
）
の
場
合
を

例
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
（
七
二
）

　

（
１
）
慶
雲
二
年
四
月
三
日
、「
詔
シ
テ

曰
、
朕
以
テ二

菲
薄
ノ

之
躬
ヲ

、
託
ス二

于
王
公

之
上
ニ一

、
不
レ

能
ハ

下

徳
感
シ二

上
天
ヲ一

、
仁
及
ブ
ヿ

中

黎
庶
ニ上

、
遂
ニ

令
シ
ム

下

陰
陽
錯
謬

シ

、
水
旱
失
ヒ

レ

時
ヲ

、
年
穀
不
レ

登
ラ

、
民
多
カ
ラ

中

菜
色
上

、
毎
ニ

レ

念
フ

二

於
此

ヲ一

、
惻―

二

怛
セ
リ

於
心
ニ一

、
宜ベシ
ク

レ

令シム
下
二

五
大
寺
ヲ

読
ミ二

金
光
明
経
ヲ一

爲
サ上

レ

救
フ
ヿ
ヲ

二

民
苦
ヲ一

、（
後
略
）

（
２
）
同
六
月
二
六
日
、
奉
テ

二

弊
帛
ヲ

于
諸
社
ニ一

以
祈
フレ

両
ヲ

焉
、

（
３
）
同
六
月
二
七
日
、
太
政
官
奏
ス
ラ
ク

此
日
亢
旱
メ

、
田
園
燋
巻
ス

、
雖
モ

二

久

ク

雩
祈
ス
ト

一

、
未
ダ

レ

蒙
ラ

二

嘉
澍
ヲ一

、
請
フ

遣シ
メ

二

京
畿
内
淨
行
ノ

僧
等
ヲ
シ
テ

祈
ハ

一
レ

雨
ヲ

、（
後
略
）

（
４
）
同
七
月
二
九
日
、
大
倭
国
大
ニ

風
フ
キ
テ

、
損―

二

壊
ス

百
姓
ノ

廬
舎
一

、

（
５
）
同
八
月
一
一
日
、
詔
メ

曰
、
陰
陽
失
シ

レ

度
ヲ

、
炎
旱
彌ワ
タ
ルレ

旬
ヲ

、
百
姓
飢

荒
メ

、
或
陥
イ
ル

二

罪
網
ニ一

、
宜ベシ
ク

下

大―

二

赦
メ

天
下
ニ一

、
與
レ

民
更
新
ス

、（
後
略
）

（
６
）
同
九
月
九
日
、
置
テ

二

八ヤ
タ

咫
烏カ
ラ
ス
ノ

社
ヲ

于
大
倭
ノ

国
宇ウ

太タ
ノ

郡
ニ一

祭
ル

之
、

（
７
）
同
九
月
二
六
日
、
越
前
ノ

国
献
ス

二

赤
鳥
ヲ一

国
司
并
出
ス

レ

瑞
郡
司
等
ニ

進
メ

二

位
一
階
ヲ一

、（
後
略
）

（
８
）
慶
雲
二
年
、
是
ノ

年
、
諸
国
二
十
飢
疫
ス

、
並
ニ

加
テ

二

医
薬
ヲ

一

賑―

二

恤

之
ヲ
一

、

（
９
）
同
三
年

正
月
五
日
、
京
畿
及
紀
伊
、
因
幡
、
参
河
、
駿
河
等
ノ

国
並

ニ

疫
ス

、
給
テ

二

医
薬
ヲ一

療
セ
シ
ム

レ

之
、
是
日
、
令メ
レ

掃
ヒ ―二
淨
メ

諸
仏
寺
并
ニ

神
社

ヲ一

、（
後
略
）
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（
10
）
同
正
月
一
三
日
、
奉
ル

二

新
羅
ノ

調
ヲ

於
伊
勢
神
宮
及
七
道
ノ

諸
社
ニ一

、（
後

略
）

（
11
）
同
正
月
二
〇
日
、
勅
メ

令
ム

レ

祷―

二

祈
セ

神
祇
ニ一

、
由
テ
ナ
リ

二

天
下
疫
病
ア
ル
ニ

一

也
、

（
12
）
同
正
月
二
八
日
、
泉
内
親
王
参
ス二

于
伊
勢
ノ

大
神
宮
ニ一

、

（
13
）
同
二
月
一
六
日
、
河
内
、
攝
津
、
出
雲
、
安
芸
、
紀
伊
、
讃
岐
、
伊

予
七
国
飢
テ

、
並
ニ

賑―
二

恤
之
一

、

（
14
）
同
二
月
二
六
日
、
是
ノ

日
、
甲
斐
、
信
濃
、
越
中
、
但
馬
、
土
佐
等
ノ

国
ノ

一
十
九
社
ヲ

、
始
テ

入
ル

二

祈ト
シ

年コ
ヒ
ノ

弊
帛
ノ

例
ニ

一

、
其
神
名
具
二

神
祇
官
記
一

（
15
）
同
四
月
二
九
日
、
河
内
、
出
雲
、
備
前
、
安
芸
、
淡
路
、
讃
岐
、
伊

予
等
国
飢
疫
ス

、
遣
メ

レ

使
ヲ

賑―

二

恤
セ
シ
ム

之
一

、

（
16
）
同
五
月
一
五
日
、
河
内
ノ

国
石
川
ノ

郡
ノ

人
河
辺
朝
臣
乙
麻
呂
献
ズ二

白
鳩

ヲ一

、（
後
略
）

（
17
）
同
六
月
癸
酉
朔
、
日
有
レ

蝕
セ
ル
ヿ

之
、

（
18
）
同
六
月
四
日
、
令
メ

二
下

京
畿
ヲ

一

祈コ
ハ

中

雨
ヲ

于
名
山
大
川
ニ上

、

（
19
）
同
七
月
二
四
日
、
丹
波
、
但
馬
、
二
国
ノ

山
ニ

灾
ア
リ

遣
メ三

レ

使
ヲ

奉
ラ二

弊
帛
ヲ

于
神
祇
ニ一

、
即
雷
声
忽
ニ

応
メ

、
不
メ

レ

撲
タ

自
滅キユ
ス

、
大
倭
ノ

国
宇
智
ノ

郡
狭

嶺
山
ニ

火
ア
リ

、
撲
チ
テ

減
ケ
ス

レ

之
、

（
20
）
同
七
月
一
八
日
、
周
防
国
守
從
七
位
下
引
田
ノ

朝
臣
秋
庭
等
献
ズ

二

白
鹿

ヲ一

、
諸
国
飢
ウ

、
遣
テ二

使
ヲ

於
六
道
ニ一

、
除
二

西
海
道
一

並
ニ

賑―

二

恤
セ
シ
ム

之
一

、
大
宰
府
言
ス

、

所
部
九
国
三
嶋
亢
旱
大
風
ア
リ
テ

抜
キ

レ

樹
ヲ

損
ス
ト

レ

稼
ヲ

、
遣
メ二

レ

使
ヲ

巡
省
セ

一

、

因
テ

免
ズ二

被
ル
ヿ

レ

灾
ヲ

尤
モ

甚
者
ニ
ハ

調
ヲ一

、

（
21
）
同
八
月
三
日
、
越
前
ノ

国
言
ス

、
山
灾
不
ト

レ

止
マ

、
遣
シレ

使
奉
リ―

二

弊
ヲ

部
内

ノ

神
ニ一

救
ハ
シ
ム

レ

之
、

（
22
）
同
八
月
二
九
日
、
遣
テ二

三
品
田
形
ノ
内
親
王
一

、
侍
ラ
シ
ム

二

于
伊
勢
大
神

宮
ニ一

、

（
23
）
同
一
二
月
辛
未
朔
、
曰
有
レ

蝕
セ
ル
ヿ

之
、

（
24
）
同
一
二
月
六
日
、
遣
メ

二

四
品
多
紀
ノ

内
親
王
一

、
参
シ
ム

二

于
伊
勢
大
神
宮

ニ一

、

（
25
）
慶
雲
三
年
、
是
年
、
天
下
ノ

諸
国
疫
疾
ス

、
百
姓
多
ク

死
ス

、
始
テ

作
テ二

土

牛
ヲ一

大
ニ

儺
ス

、

　

こ
の
時
代
の
天
皇
の
政
治
姿
勢
は
基
本
的
に
は
天
命
思
想
に
も
と
づ
い
て

い
る
。
天
命
思
想
に
つ
い
て
関
晃
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
七
三
）。
中
国
か

ら
の
律
令
制
度
の
導
入
に
伴
い
律
令
政
治
思
想
の
具
体
的
な
表
れ
と
し
て
祥

瑞
制
度
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
祥
瑞
と
い
う
の
は
、
天
子
の
徳
が
高
く
、
政

治
が
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
と
天
（
天
帝
・
上
帝
・
昊
天
上
帝
）
が
こ
れ
に
感

応
し
て
亀
・
龍
な
ど
の
珍
し
い
動
物
や
植
物
・
天
然
現
象
を
出
現
さ
せ
る
が
、

こ
の
祥
瑞
と
表
裏
に
、
悪
政
に
対
す
る
天
の
警
告
が
災
異
で
あ
る
と
す
る
思

想
で
、
わ
が
国
で
は
中
国
の
制
度
を
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で
採
用
、
実
施

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
中
国
で
は
祥
瑞
を
出
現
さ
せ
る
天
が
唯

一
絶
対
的
な
存
在
と
し
て
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
多
神
教
的
な
も
の
に
変
貌
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し
、
天
皇
ば
か
り
で
な
く
天
神
、
地
祇
や
先
皇
の
霊
ば
か
り
で
な
く
、
天
照

大
神
の
意
志
ま
で
も
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
と
ら
え
て
い
る
。
從
っ

て
、
こ
の
時
代
の
天
皇
は
祥
瑞
と
災
異
に
一
喜
一
憂
し
、
明
け
暮
れ
し
て
い

た
。
慶
雲
の
元
号
も
そ
の
表
れ
で
あ
る
が
、（
１
）
の
文
武
天
皇
の
詔
は
ま

さ
に
そ
の
天
皇
の
心
情
を
表
し
た
も
の
と
と
ら
え
た
い
。
た
だ
、
そ
の
結
果

で
あ
る
水
旱
に
よ
る
年
穀
不
登
に
よ
る
民
苦
を
除
く
た
め
の
施
策
が
、
五
大

寺
に
金
光
明
経
を
読
む
と
い
う
仏
と
い
う
仏
教
的
な
要
素
が
加
わ
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。（
２
）
は
諸
社
へ
の
弊
帛
に
よ
る
雨
乞
い
祈
祷
で
、
天
命
へ

の
対
応
が
ゆ
れ
動
い
た
こ
と
を
示
す
具
体
的
な
歴
史
事
実
を
示
す
も
の
で
あ

る
。（
３
）
の
場
合
は
、
何
に
対
し
て
「
久
ク

雩
祈
」
っ
た
か
明
示
し
て
い
な

い
が
、
恐
ら
く
昭
和
二
〇
年
代
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
高
い
山
上
で
火
を
焚
く

雨
乞
い
行
事
に
近
い
も
の
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
特
定
の
神
社

へ
祈
祷
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。（
３
）
の
場
合
と
殆
ん
ど
同

じ
よ
う
な
水
旱
に
対
す
る
記
事
が
『
日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
元
年
（
六
四
二
）

七
月
二
五
日
条
に
あ
る
。

　

群
臣
相
語
カ
タ
リ
テ

之
曰
、
隨
二

村
ノ々

祝
部
ノ

所オ
シ
ヘ教

一

、
或
ハ

殺
ソ二

牛
馬
ヲ一

祭イ
ハ
フ

二

諸
社
ノ

神

ヲ
一

、
或
ハ

頻
ニ

移
シ

レ

市
ヲ

、
或
ハ

祷イ
ノ
ル

二

河
ノ

伯
カ
ミ
ニ

一

、
既
ニ

無
シ二

所シ
ル
シ効

一

、
蘇
我
ノ

大
臣
報
コ
タ
ヘ
テ

曰
ク

、
可
シ

下

於
テ二

寺
ニ々

一

転ヨ
ミ―

中

読マ
ツ
ル

大
乗
経
典
ヲ

上

、
悔ク
ユ
ル
ヿレ

過
ヲ

如
二

仏
ノ 

所ト
キ
タ
マ
ヘ
ル
ガ説

一

敬
テ

而
祈
コ
ハ
ム

レ

雨
ヲ

、
（
七
四
）

　

　

こ
れ
は
、（
１
）（
２
）
か
ら
（
３
）
の
淨
行
僧
に
祈
雨
を
な
す
に
至
っ
た

い
き
さ
つ
を
示
す
も
の
と
考
え
て
、
ほ
ぼ
大
き
な
誤
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
、

慶
雲
二
年
の
場
合
は
六
〇
年
余
の
年
数
を
経
過
し
て
い
る
の
で
、
現
在
の
神

主
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
村
々
の
祝
部
」
が
牛
馬
を
生
贄
と
し
て
の

祈
雨
は
慶
雲
二
年
に
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
三
つ
の
祈
雨
の
方
法
は
い
ず
れ
も
中
国
に
あ
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
殺
牛
馬
祭
は
わ
が
国
の
在
来
的
な
神
道
に
よ
る
祈
雨
を
継
承
し

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
市
移
祭
と
祷
河
伯
祭
、
特
に
前
者
は
中
国
の
や
り
方

を
そ
の
ま
ま
輸
入
し
た
可
能
性
が
強
い
。（
３
）
の
記
事
は
在
来
宗
教
で
あ

る
神
道
の
系
統
の
祝
部
に
よ
っ
て
行
っ
た
祈
雨
が
所
効
が
な
か
っ
た
と
い
う

理
由
で
仏
教
の
読
経
に
よ
る
祈
雨
へ
か
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
、
そ
れ
が
蘇

我
入
鹿
の
指
示
で
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

以
下
祥
瑞
と
祈
祷
を
項
目
毎
に
つ
い
て
み
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

項
目　
　
　
　
　
　

掲
載
記
事
の
番
号

　

①
祥
瑞　
　
　
　
（
７
）
赤
鳥
・（
16
）
白
鳩
・（
20
）
白
鹿

　

②
弊
帛　
　
　
　
（
２
）・（
14
）・（
19
）・（
21
）

　

③
伊
勢
神
へ
内
親
王
派
遣　
（
12
）・（
22
）・（
24
）

　

④
疫
に
医
・
薬
給
付
（
含
加
療
）（
８
）・（
９
）・（
11
）（
祈
祷
の
み
）・

（
15
）（
賑
恤
）・（
25
）（
土
牛
・
儺
）

　

な
お
、
④
の
土
牛
と
い
う
の
は
、
土
牛
・
童
子
等
像
を
大
寒
の
前
夜
半

に
陽
明
・
待
賢
の
二
門
に
は
青
色
、
美
福
・
朱
雀
の
二
門
に
は
赤
色
、
談
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天
・
藻
壁
の
二
門
に
は
白
色
、
安
嘉
・
偉
鑑
の
二
門
に
は
黒
色
、
郁
芳
・
皇

嘉
・
殷
富
・
達
智
の
四
門
に
は
黄
色
の
も
の
を
立
て
、
年
中
の
病
気
を
は
ら

う
大
儺
と
い
う
行
事
が
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
か
ら
始
め
て
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
大
儺
と
い
う
行
事
が
土
牛
・
土
偶
人
を
宮
域
諸
門
に
立
て
た
の

に
対
し
て
、
内
裏
の
中
で
一
二
月
晦
日
の
戌
刻
に
中
務
省
が
定
め
た
親
王
及

び
大
臣
以
下
次
侍
從
以
上
の
儺
人
と
中
務
省
の
官
人
が
承
明
門
外
の
東
庭
に

参
集
し
、
儺
人
は
東
の
宣
陽
門
、
南
の
承
明
門
、
西
の
陰
明
門
、
北
の
玄
暉

門
の
四
門
に
分
れ
て
待
機
す
る
。
亥
一
刻
に
、
大
舎
人
に
任
ぜ
ら
れ
た
方
相

を
先
頭
に
親
王
以
下
の
儺
人
陰
陽
寮
官
人
が
、
紫
宸
殿
前
庭
に
参
集
し
、
儺

人
に
な
っ
た
方
相
が
眼
の
四
つ
あ
る
黄
金
色
の
仮
面
を
か
ぶ
り
、
黒
い
衣
と

朱
の
裳
を
着
て
、
戈
を
右
手
に
、
楯
を
左
手
に
、
紺
の
布
衣
に
朱
の
抹
額
を

着
し
、
紺
の
布
衣
、
朱
の
抹
額
を
着
た
侲
子
（
小
儺
と
も
い
う
）
と
呼
ば
れ

る
も
の
二
〇
人
を
從
え
て
入
っ
て
く
る
。
陰
陽
師
の
斎
郎
が
庭
の
中
で
食
薦

を
敷
き
そ
の
上
に
祭
物
を
並
べ
、
陰
陽
師
が
進
み
出
て
祭
文
を
読
み
、
続
い

て
方
相
が
儺
声
で
三
度
戈
で
楯
を
打
つ
の
を
合
図
に
親
王
以
下
の
儺
人
が
桃

弓
・
葦
矢
・
桃
杖
で
悪
鬼
を
四
門
の
外
へ
逐
い
払
う
と
い
う
行
事
で
あ
る
。

前
者
の
土
牛
に
類
し
た
も
の
は
平
城
、
平
安
の
宮
城
に
代
え
た
畿
内
版
と
も

称
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
ま
た
現
在
で
も
集
落
の
境
を
示
す
こ
と
と
兼
ね
た

小
祠
を
入
口
の
峠
に
祠
っ
て
い
る
こ
と
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
儺

は
同
じ
疫
病
払
い
の
行
事
で
あ
る
節
分
の
豆
ま
き
行
事
の
お
に
や
ら
い
に
残

さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
天
文
現
象
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
天
文
現
象
は
視
覚
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
意
義
が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
吉
凶
を
信
じ
て
こ
そ
は
じ

め
て
歴
史
上
に
意
義
を
残
す
も
の
と
な
る
。
そ
れ
故
、
現
実
の
生
活
に
直
接

的
に
関
係
す
る
旱
天
・
霖
雨
・
地
震
・
疫
病
な
ど
と
は
全
く
異
な
っ
た
歴
史

上
の
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
知
識
を
も
つ
者
、
日
本
で
云
え
ば
天

皇
を
は
じ
め
と
す
る
皇
親
、
貴
族
層
が
敏
感
で
あ
り
、
そ
の
知
識
の
源
の

ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
に
関
係
が
深
い
者
ほ
ど
去き
ょ

就し
ゅ
うが
注
目
さ
れ
る
の
は
当
然
で

あ
る
。
そ
の
点
で
亀
田
隆
之
氏
が
取
り
上
げ
分
析
し
た
「
神
亀
五
年
九
月
六

日
格
」
は
極
め
て
鋭
い
問
題
視
角
で
あ
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
七
六
）。
ま

た
、
最
初
に
の
べ
た
よ
う
に
、
心
の
問
題
と
し
て
み
る
場
合
に
、
神
・
仏
の

二
つ
の
面
で
は
前
者
即
ち
神
道
が
よ
り
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
星
と
結
び
つ
く
信
仰
の
占
星
術
は
呪

術
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
日
本
で
は
神
道
の
系
統
が
こ
れ
を
伝
承
し
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
律
令
制
以
降
は
僧
尼
令
が
神
仏
の
住
み
分
け
に
影
響

を
及
ぼ
し
、
占
星
・
呪
術
を
、
研
究
を
含
め
て
僧
尼
の
分
野
か
ら
禁
止
し
た

か
ら
で
あ
る
。
僧
尼
令
を
掲
げ
る
。

　

僧
尼
令　

第
七

１
凡
僧
尼
。
上
観
二

玄
象
一

。
仮
説
二

災
祥
一

。
語
及
二

国
家
一

。
妖
二

惑
百
姓
一

。

并
習
二

読
兵
書
一

。
殺
レ

人
姧
盗
。
及
詐
称
レ

得
二

聖
道
一

。
並
依
二

法
律
一

。
付
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二

官
司
一

科
レ

罪
。

２
凡
僧
尼
。
卜
二

相
吉
凶
一

。
及
小
道
巫
術
療
レ

病
者
。
皆
還
俗
。
其
依
二

仏
法

一

。
持
レ

咒
救
レ

疾
。
不
レ

在
二

禁
限
一

。（
七
七
）

　

　

即
ち
、
僧
尼
令
１
で
は
、「
上か
む

づ
か
た
玄
象
を
観
る
こ
と
、
百
姓
＝
人
が

観
察
す
る
天
文
現
象
の
星
の
運
行
の
知
識
を
学
ん
で
、
災
異
や
祥
瑞
で
天
皇

の
政
治
の
善
悪
を
論
議
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
天
命
思
想
を
学
ぶ
こ
と
自

体
が
僧
尼
の
場
合
は
法
律
違
反
に
当
た
る
と
定
め
て
い
る
。
僧
尼
に
あ
っ
て

は
、
戦
争
に
つ
い
て
の
書
物
を
学
ぶ
こ
と
、
一
般
犯
罪
は
当
然
で
あ
る
が
、

特
異
な
こ
と
は
結
婚
が
奸
に
含
ま
れ
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
同
２
で

は
亀
卜
や
風
水
思
想
に
よ
る
占
い
、
占
筮
術
や
厭
符
（
ま
じ
な
い
）
に
よ
る

占
い
を
禁
じ
、
仏
法
持
咒
以
外
の
呪
術
的
行
為
に
よ
る
療
病
を
行
う
こ
と
も

禁
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
こ
の
よ
う
な
最
新
の
科
学
や
最
新
の
思
想
の
日
本
へ

の
攝
取
は
留
学
生
・
留
学
僧
及
び
帰
化
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

從
っ
て
彼
等
は
聖
俗
ど
ち
ら
の
道
を
選
ぶ
か
の
問
題
が
あ
り
、
ま
た
時
の
政

府
が
彼
等
の
知
識
を
い
か
に
し
て
利
用
す
る
か
の
問
題
が
あ
っ
た
。
関
晃
氏

は
そ
の
た
め
に
行
わ
れ
た
還
俗
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
持
統
朝
か
ら
元
明
朝

に
か
け
て
顕
著
に
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る（
七
八
）。
こ
の
こ
と
は
元
正
天
皇
及
び
長

屋
王
の
変
を
考
え
る
場
合
に
重
要
な
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
道
の
分
野
で

神
祇
令
10
で
「
凡
天
皇
即
位
。
惣
ニ

祭
二

天
神
地
祇
一

。」
が
象
徴
す
る
よ
う

に
、
仏
教
と
の
住
み
分
け
が
行
わ
れ
て
、
天
皇
・
皇
親
は
星
の
運
行
や
呪
術

の
知
識
・
研
究
と
親
近
関
係
に
あ
り
、
仏
教
の
僧
尼
と
は
一
種
の
対
立
関
係

に
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
還
俗
は
、
自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て

罪
に
な
る
こ
と
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
も
で
き
、
ま
た
、
還
俗
と
い
う
手
続

き
を
ふ
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
爲
政
者
が
僧
尼
籍
に
あ
る
者
を
利
用
す
る
こ

と
も
で
き
る
抜
け
道
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
三

月
一
〇
日
条
に
み
え
る
沙
門
義
法
の
還
俗
に
際
し
て
は
大
津
連
意
毗
登
の
姓

と
名
を
以
て
、
從
五
位
下
が
授
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
の
目
的
が
占
術
を
用
い

ん
が
た
め
と
し
て
い
る
。
（
七
六
）

　

例
と
し
て
取
り
出
し
た
慶
雲
二
年
、
三
年
の
天
文
関
係
で
は
、
①
（
17
）

慶
雲
三
年
六
月
一
日
の
日
蝕
及
び
②
（
23
）
の
同
三
年
一
二
月
一
日
の
日
蝕

の
二
回
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ユ
リ
ウ
ス
暦
の
七
〇
六
年
七
月
一
五
日
と

七
〇
七
年
一
月
九
日
に
当
た
る
が
、
い
ず
れ
も
藤
原
京
で
は
日
蝕
は
生
じ
な

か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
し（
七
七
）、
そ
れ
以
上
こ
れ
と
特
に
関
連
す
る
事
も
記
載
さ

れ
て
い
な
い
の
で
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
し
た
い
が
後
者
の
日
蝕

に
関
連
し
て
は
、
こ
の
年
に
藤
原
京
以
外
で
も
み
ら
れ
る
の
で
（
25
）
に
あ

る
よ
う
に
諸
国
が
疫
病
に
よ
り
百
姓
＝
人
々
が
多
く
死
ん
だ
と
い
う
事
が
原

因
の
土
牛
を
作
っ
て
儺
祭
が
始
ま
っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、（
24
）
の
一
二

月
六
日
の
多
紀
内
親
王
を
伊
勢
大
神
宮
に
遣
し
た
の
も
こ
れ
と
関
連
が
あ
る

も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
疫
の
流
行
は
翌
年
慶
雲
四
年
二

月
六
日
の
大
祓
を
行
っ
た
こ
と
と
も
関
連
し
、
ひ
い
て
は
二
月
一
九
日
の
遷
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都
が
議
さ
れ
た
こ
と
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

次
に
天
命
災
異
思
想
と
関
連
し
て
続
日
本
紀
に
記
載
さ
れ
て
い
る
星
象
と

地
震
に
つ
い
て
文
武
天
皇
か
ら
長
屋
王
の
変
ま
で
を
取
り
出
せ
ば
次
の
表
の

天
文
地
震
記
事
表

年
月
日

現
象
記
事

①

文
武

２
．
７
．
１

日
有
レ

蝕
セ
ル
ヿ

之

②

２
．
11
．
１

〃

③

３
．
11
．
１

〃

④

大
宝

２
．
９
．
１

〃

⑤

〃

２
．
12
．
６

星
昼
見

⑥

慶
雲

元
．
２
．
１

日
有
レ

蝕
セ
ル
ヿ

之

⑦

〃

元
．
５
．
10

西
樓
ノ

上
慶
雲
見
ハ
ル

⑧

〃

３
．
６
．
１

日
有
レ

蝕
セ
ル
ヿ

之

⑨

〃

３
．
12
．
１

〃

⑩

〃

４
．
６
．
１

〃

⑪

元
明

〃

４
．
12
．
１

〃

⑫

和
銅

元
．
11
．
１

〃

⑬

〃

２
．
４
．
１

〃

⑭

〃

２
．
10
．
１

〃

⑮

〃

３
．
４
．
１

〃

⑯

〃

３
．
10
．
１

〃

⑰

〃

４
．
４
．
１

〃

⑱

〃

４
．
９
．
１

〃

⑲

〃

６
．
２
．
１

〃

⑳

〃

７
．
２
．
１

〃

㉑

霊
亀

元
．
２
．
25

㉒

〃

元
．
７
．
１

日
有
レ

蝕
セ
ル
ヿ

之

㉓

元
正

〃

元
．
12
．
１

〃

㉔

〃

２
．
11
．
１

〃

㉕

養
老

元
．
11
．
１

〃

㉖

〃

２
．
５
．
１

〃

㉗

〃

２
．
11
．
12

彗
星
守
レ

月

㉘

〃

３
．
３
．
26

地
震

㉙

〃

４
．
正
．
11

是
日
、
白
虹
南
北
ニ

竟
ルレ

天

㉚

〃

４
．
正
．
17

熒
惑
逆
行
ス

㉛

〃

４
．
９
．
１

日
有
レ

蝕
セ
ル
ヿ

之

32

〃

５
．
正
．
24

地
震

33

〃

５
．
正
．
25

亦
地
震

34

〃

５
．
２
．
７

地
震

35

〃

５
．
２
．
15

大
蔵　

大
蔵
省
倉
、
自
鳴
テ

有
レ

声
。

36

〃

５
．
２
．
16

日
暈
如
シ二

自
虹
ノ

貫
ク
ガ

一

暈
南
北
有
レ

珥
、
因
テ

召―

二

見
メ

左
右
ノ

大
弁
及
八
省
ノ

卿
等
ヲ

於
殿
ノ

前
ニ一

37

〃

６
．
３
．
１

日
有
レ

蝕
之

38

〃

６
．
７
．
３

有
ニ
リ

客
星
一

、
見
ルニ
ヿ

閣
道
ノ

辺
ニ一

、
凡
五
日

39

〃

６
．
７
．
10

太
白
晝
見
ハ
ル

40

〃

６
．
７
．
28

太
白
犯
ス

二

歳
星
一
ヲ

41

〃

７
．
９
．
７

＊

熒
惑
入
二

太
微
左
執
法
ノ

中
ニ一

＊
新
日
本
文
学
大
系
本
９
月
９
日

42

〃

７
．
11
．
27

夜
月
犯
二

房
星
一
ヲ

43

聖
武

神
亀

元
．
４
．
18

月
犯
セ
リ

二

熒
惑
一
ヲ

44

〃

〃
．
７
．
１

日
有
レ

蝕
之

45

〃

〃
．
６
．
１

　

〜
７
．
20

熒
惑
逆
行

46

〃

２
．
正
．
24

有
レ

星
孛
タ
リ

二

于
華
蓋
ニ一
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意
味
が
あ
る
と
考
え
た
い
。
特
に
日
蝕
の
場
合
は
「
日
有
レ

蝕
セ
ル
ヿ

之
」
に
す

ぎ
な
い
の
で
こ
の
養
老
元
年
一
一
月
一
日
の
日
蝕
、
同
二
年
五
月
一
日
の
日

蝕
と
続
き
、
さ
ら
に
同
一
一
月
一
二
日
の
「
彗
星
守
レ

月
」
と
続
い
て
い
る

点
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
一
一
日
後
に
「
始
テ

差
メ二

畿
内
ノ

兵
士
ヲ一

、
守―

二

衛
セ
シ
ム

宮
城
ヲ一

、」
と
な
っ
て
い
る（
八
二
）。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
養
老
三
年
（
七
一
九
）

一
〇
月
一
七
日
の
詔
を
根
拠
と
し
て
舎
人
・
新
田
部
両
親
王
を
め
ぐ
る
皇
嗣

に
関
す
る
政
界
上
層
部
の
不
安
に
対
処
す
る
た
め
に
、
畿
外
の
国
々
か
ら
徴

発
さ
れ
て
い
た
宮
城
の
守
衛
に
当
る
衛
門
府
・
左
右
衛
士
府
の
衛
士
を
補
充

す
る
も
の
と
し
て
畿
内
兵
士
が
動
員
さ
れ
た
記
事
と
し
て
い
る
が
、
彗
星
守

月
の
記
事
、
畿
内
兵
士
を
新
に
宮
城
の
守
衛
の
兵
士
に
加
え
た
記
事
の
直
後

の
一
二
月
七
日
の
詔
の
、
い
わ
ば
皇
位
四
周
年
総
括
と
し
て
、「
雜
ク
サ
グ
サ
ノ

言
フ
ハ

二

大

赦
ト一

、
唯
該カ
ネ
テ

二

小
罪
ヲ一

、
八
虐
ハ

不
レ

霑
ウ
ル
ホ
ハ、
朕
恭
シ
ク

奉オホム
タ
メ
ニ

―

二

爲
太
上
天
皇
ノ

一

、
思
フ

レ

降ム
ト

二

非
常
ノ

之
澤
ウ
ツ
ク
シ
ミ
ヲ

一

、
可
レ

大―

二

赦
ス

天
下
ニ一

、（
中
略
）
僧
尼
モ

亦
同
ジ

、
布―

二

告
メ

天

下
ニ一

、
知
シ
メ
ヨ

二

朕
ノ

意
ヲ一

焉
、」
と
あ
る
。
（
八
三
）

　

　

こ
れ
は
元
正
天
皇
の
養
老
元
年
（
七
一
七
）
九
月
一
一
日
か
ら
の
一
連
の

美
濃
国
へ
の
行
幸
に
お
い
て
一
二
日
に
は
近
江
に
於
て
山
陰
・
山
陽
・
南
海

の
諸
道
の
国
司
を
行
在
所
に
詣
さ
せ
て
土
風
歌
舞
を
奏
さ
せ
、
ま
た
、
一
七

日
に
は
東
海
道
・
東
山
・
北
陸
の
諸
道
の
風
俗
雜
伎
を
奏
さ
せ
て
女
帝
の
威

信
を
示
し
、
唯
一
の
気
が
か
り
の
行
基
の
行
動
に
つ
い
て
は
神
・
仏
の
住
み

分
け
理
論
を
も
と
に
僧
尼
令
違
反
を
僧
綱
に
令
し
て
や
め
さ
せ
る
こ
と
で
道

47

〃

２
．
２
．
３

夜
月
犯
二

填
星
一

48

〃

２
．
６
．
22

太
白
晝
見

49

〃

２
．
10
．
29

昼
、
太
白
与
二

歳
星
一

、
芒
角
相
合
フ

50

〃

２
．
12
．
１

日
有
レ

蝕
之

51

〃

３
．
12
．
12

太
白
犯
二

填
星
一

52

〃

４
．
１
．
22

夜
月
犯
二

心
大
星
一

53

〃

４
．
３
．
25

熒
惑
入
二

東
井
ノ

西
亭
門
一

54

〃

４
．
５
．
１

日
有
レ

蝕
之

55

〃

５
．
４
．
１

日
有
レ

蝕
之

56

〃

５
．
５
．
20

太
白
晝
見

57

〃

５
．
８
．
４

太
白
経
レ

天
ヲ

58

〃

５
．
９
．
29

夜
流
星
ア
リ

長
サ

可
バ
カ
リ
ニ

二
丈
余
、
光
照
赤
シレ

四
、

断―

散
シ
テ

墜
ニ

宮
中
一

59

〃

５
．
11
．
１

雷

天
平

元
．
２
．
10

左
京
人
、
漆
部
造
君
足
、
中
臣
宮
処
連
東
人
密

告

〃

元
．
２
．
12

長
屋
王
自
尽

よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
明
白
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
こ
の
時
代
の
知
覚
と
し

て
は
、
星
象
で
は
日
蝕
と
そ
れ
以
外
と
で
は
異
な
り
、
そ
の
画
期
は
養
老
か

ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
東
野
治
之
氏
が
指
摘
し
た
「
祥
瑞

の
種
類
及
び
進
献
の
時
日
が
、
養
老
前
後
か
ら
固
定
す
る
。
（
八
一
）」
と
関
連
し
、

わ
が
国
へ
の
暦
法
の
伝
来
・
導
入
と
も
関
係
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

星
象
の
場
合
は
そ
の
事
実
を
簡
潔
に
記
載
し
た
だ
け
で
、
多
く
の
場
合
は

そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
当
時
の
爲
政
者
や
百
姓
＝
人
々
に
受
け
止
め
ら
れ
た
か

の
記
載
は
な
い
の
が
通
常
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
歴
史
的
意
義
づ
け
の
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を
見
出
し
て
、
意
気
陽
々
と
し
た
元
正
天
皇
が
、
二
度
の
日
蝕
は
気
に
し
な

か
っ
た
も
の
の
、
災
星
と
伝
え
ら
れ
る
彗
星
が
現
れ
た
こ
と
に
対
し
て
心
の

不
安
に
か
ら
れ
て
行
っ
た
措
置
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
最
後
の
「
僧
尼
亦

…
…
朕
か
意
を
知
ら
し
め
よ
」
と
云
っ
た
の
は
、
行
基
を
は
じ
め
と
す
る
対

仏
教
政
策
の
成
功
を
誇
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

元
正
天
皇
の
心
は
や
が
て
不
安
に
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
は
じ
ま

り
は
㉘
の
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
一
月
一
一
日
の
「
是
日
、
白
虹
南
北
竟ワ
タ
ルレ

天
ニ

」
に
つ
づ
い
て
同
一
七
日
の
「
熒
惑
逆
行
ス

」
の
後
の
二
月
二
九
日
の
隼

人
反
殺
二

大
偶
国
守
陽
侯
史
麻
呂
一

」（
八
四
）と
云
う
こ
と
で
あ
り
、
八
月
三
日
に

は
一
日
か
ら
病
に
つ
い
て
い
た
不
比
等
の
死
を
迎
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
更

に
同
じ
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
で
、
養
老
四
年
九
月
一
日
の
日
蝕
の
後
の
九
月

二
八
日
に
「
蝦
夷
反
乱
メ
殺
二

按セ
リ
ト

察
使
正
五
位
上
上
毛
野
ノ

朝
臣
広
人
ヲ一

、（
八
五
）
」
と

云
う
事
件
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
㉚
㉛
の
養
老
五
年
（
七
二
一
）
の
一

月
二
四
・
二
五
日
の
地
震
に
際
し
て
は
直
後
の
二
七
日
に
詔
し
、
風
雨
、
雷

震
時
の
危
機
対
策
と
し
て
臣
子
の
と
る
べ
き
道
と
し
て
「
至
公
無
私
」
と
文

武
の
庶
僚
に
忠
正
の
志
を
命
じ
て
い
る
。
ま
た
、
医
卜
、
方
術
の
優
遇
措
置

が
と
ら
れ
て
地
震
に
対
す
る
対
策
は
災
異
思
想
に
基
づ
い
て
は
い
る
が
、
対

策
と
し
て
は
冷
静
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
天
命
災
異
思
想
に
よ

る
こ
と
は
32
の
同
年
二
月
七
日
の
地
震
に
つ
づ
い
て
33
の
「
大
藏
省
ノ

倉
、

自
鳴
テ

有
レ

声
」
の
二
月
一
五
日
、
及
び
翌
一
六
日
の
「
日
暈カ
サ
キ
ル
ヿ

如
シ二

白
虹
ノ

貫
ク
ガ

一

、
暈
ノ

南
北
有
レ

珥
、
因
テ

召―

二

見
メ

左
右
ノ

大
弁
及
八
省
ノ

卿
等
ヲ

於
殿
ノ

前

ニ一

」
な
さ
れ
た
次
の
詔
が
元
正
天
皇
の
心
情
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、

　

朕
徳
菲
薄
ニ
メ

、
導
ク
ヿ

レ

民
ヲ

不
レ

明
ナ
ラ

、
夙
ツ
ト
ニ

興オ
キ
テ

以
テ

求
メ

、
夜ヨ
ハ
ニ

寝イ
ネ
テ

以
思
フ

、
身
居

テ二

紫
宮
ニ一

、
心
ハ

在
二

黔
首
ニ

一

、
無ム
バ

レ

委
ス
ル
ヿ

ニ

卿
等
ニ一

、
何
ゾ

化
セ
ム

二

天
下
ヲ一

、
国
家

之
事
、
有
ラ
バ

レ

益
ス
ル

二

萬
機
ヲ一

、
必
ズ

可
シ二

奏
聞
ス一

、
如モ
シ

有
バ

レ

不
ヿ

レ

納
レ

、
重
テ

爲
セ
ヨ

二

極

諌
ヲ一

、
汝
無
レ

三

面
マ
ノ
ア
タ
リ

從
テ

退
テ

有
ル
ヿ

二

後
言
一

、

　

更
に
翌
一
七
日
に
は
重
ね
て
、
去
年
の
咎
徴
が
屢
現
れ
た
。
水
旱
に
よ
る

秋
稼
不
登
、
平
民
流
没
し
て
国
家
騒
然
と
し
て
皆
が
苦
労
し
、
遂
に
不
比
等

が
薨
逝
し
「
朕
ガ

心
衰
慟
シ
ヌ

、
今
亦
去
年
灾
異
ノ

之
余
、
延
キ
テ

及
ベ
リ

二

今
歳
ニ一

、

亦
猶
ホ

風
雲
気
色
、
有
レ

違
ヘ
ル
ヿ

二

于
常
ニ一

、
心
恐
懼
ス
ル
ヿ

、
日
夜
不
レ

休ヤ
マ

、
然
メ

聞

ケ
リ

二

之
旧
典
ニ一

、
王
者
ノ

政
令
不
ル
ト
キ
ハ

レ

便
ナ
ラ

レ

、
事
ニ

天
地
譴
責
メ

、
以
テ

示
ス
ト

二

咎
徴
ヲ一

、
或
ハ

有
テ二

不
善
一

、
所
レ

致
二

之
ガ

異
ヲ一

乎
、（
以
下
略　（
八
六
））　

と
の
べ
、
天
の
咎
が
元
正
天
皇
の
身
に
ふ
り
か
か
っ
た
と
わ
が
身
を
せ
め
て

い
る
。
天
命
災
異
と
元
正
天
皇
に
受
け
止
め
ら
れ
た
星
象
は
そ
の
後
も
35
36

37
38
39
40
と
続
く
。
37
38
の
太
白
の
中
39
の
歳
星
（
木
星
）
も
不
吉
と
い
わ

れ
、
39
は
災
星
の
熒
惑
、
40
の
房
星
は
蠍
座
の
星
で
、
四
星
か
ら
な
り
、
天

の
駟
つ
ま
り
車
駕
と
み
な
さ
れ
、
こ
の
房
星
が
月
を
犯
す
と
い
う
こ
と
は
、

月
を
元
正
と
す
れ
ば
、
そ
の
讓
位
と
解
さ
れ
た
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
房
星

の
月
を
犯
す
を
ど
う
受
け
取
っ
た
か
は
想
定
で
あ
る
と
し
て
も
、
神
亀
元
年

（
七
二
四
）
二
月
四
日
に
元
正
天
皇
が
讓
位
し
た
こ
と
は
史
実
で
あ
る
の
で
、
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こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
心
情
の
推
移
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
想
定
は
妥
当

で
あ
る
と
考
え
た
い
。

　

次
に
聖
武
天
皇
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
聖
武
天
皇
は
す
で
に
（
２
）

で
も
述
べ
た
よ
う
に
篤
信
の
仏
教
信
者
で
あ
り
、
神
亀
五
年
（
七
二
八
）

八
月
甲
午
（
子
の
誤
で
朔
に
当
た
る
か
）
養
鷹
禁
止
令
を
出
し
た
こ
と
は

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
に
は
待
望
の
皇
太
子
が
神
亀
四
年

（
七
二
七
）
九
月
二
九
日
に
誕
生
す
る
が
、
誕
生
日
を
迎
え
る
前
に
病
床
に

つ
く
こ
と
に
な
る
。
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
八
月
二
一
日
の
勅
に
皇
太
子
の

平
愈
の
た
め
に
三
宝
の
お
か
げ
で
患
苦
を
解
脱
し
た
い
か
ら
観
世
音
菩
薩
像

一
七
七
躯
、
経
一
七
七
巻
を
造
っ
て
転
読
し
、
行
道
を
行
っ
て
利
益
に
預
か

り
た
い
と
勅
し
た
こ
と
は
既
に
（
二
）
で
も
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
二
日

後
に
は
東
宮
御
所
へ
異
例
の
見
舞
に
行
き
、
ま
た
、
諸
陵
へ
弊
帛
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
長
屋
王
の
変
を
考
え
る
時
の
前
段
階
を
示
す
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
に
つ
い
て
指
摘
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
。
第
一
は
聖
武
天
皇
は
既
に
養
老
三
年
（
七
一
九
）
四
月
一
〇
日
に
は
首

皇
子
と
し
て
始
め
て
朝
政
を
聴
い
て
い
る
。
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
の
生

ま
れ
で
あ
る
か
ら
一
九
才
で
あ
り
、
そ
れ
以
来
は
元
正
天
皇
の
治
世
に
つ

い
て
は
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
首
皇
子
の
立
太
子
、
元
服
の
和
銅
七

年
（
七
一
四
）
六
月
に
ま
で
遡
る
可
能
性
も
あ
る
。
当
然
星
象
を
は
じ
め
と

す
る
天
命
思
想
に
関
す
る
知
識
は
学
ん
で
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二

に
は
祈
願
の
方
式
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
神
・
仏
に

よ
っ
て
住
み
分
け
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
神
祇
令
・
僧
尼
令
、
特
に
後
者
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
受
け
止
め
る
心
と
し
て
も
異
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
神
道
で
は
崇
る
と
い
う
罰
が
あ
り
、

仏
教
で
は
そ
れ
は
現
世
利
益
と
い
わ
れ
て
い
て
も
明
示
さ
れ
ず
、
す
べ
て
は

死
後
の
世
界
に
持
ち
越
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
神
道
、
仏

教
双
方
の
対
応
に
微
妙
な
違
い
を
生
じ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。

　

神
亀
元
年
（
七
二
四
）
二
月
四
日
讓
位
を
受
け
た
以
降
の
聖
武
天
皇
に
は

星
象
は
恵
ま
れ
な
い
。
41
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
四
月
一
八
日
の
熒
惑
（
火

星
）、
42
同
七
月
一
日
の
日
蝕
は
奈
良
で
は
生
じ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
も
の
の
、
43
養
老
四
年
一
月
一
七
日
に
現
れ
た
熒
惑
の
逆
行
が
同
六
月
一

日
よ
り
九
月
二
〇
日
ま
で
み
ら
れ
て
、
養
老
四
年
の
熒
惑
逆
行
が
観
測
さ
れ

た
約
四
〇
日
後
の
二
月
二
九
日
の
「
隼
人
反
殺
二

大
偶
国
守
陽
侯
史
麻
呂
一

、」

の
災
星
を
改
め
て
想
起
さ
せ
た
。
な
お
こ
の
対
応
関
係
は
同
年
八
月
三
日
の

不
比
等
の
死
が
続
き
、
同
九
月
一
日
の
「
日
蝕
が
九
月
二
八
日
の
蝦
夷
反
乱

　

メ
殺
二

按セ
リ
ト

察
使
正
五
位
上
上
毛
野
ノ

朝
臣
広
人
ヲ一

」
と
の
再
現
に
よ
り
、
よ

り
強
く
印
象
づ
け
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
元
正
天
皇
と
聖
武
天
皇

と
の
星
象
観
を
み
て
お
き
た
い
。
36
養
老
六
年
（
七
二
二
）
七
月
三
日
「
有
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リ二

客
星
一

、
見
ル
ヿ

二

閣
道
ノ

辺
ニ一

凡
五
日
、」
が
北
斗
七
星
が
廻
転
す
る
範
囲
内
に

彗
星
か
新
星
か
は
明
ら
か
で
な
い
客
星
が
入
る
こ
と
が
不
吉
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
四
日
後
の
同
七
日
の
元

正
天
皇
の
詔
と
し
て
、

　

陰
陽
錯
謬
メ

灾
旱
頻
リ
ニ

臻
レ
リ

、
由
テ

レ

是
ニ

奉―

二

弊
シ

名
山
ニ一

、
奠―

二

祭
ス

神
祇
ニ一

、

甘
雨
未
ダ

レ

降
ラ

、
黎
元
失
セ
リ

レ

業
ヲ

、
朕
ガ

之
薄
徳
、
致
セ
ル
カ

二

于
此
ヲ一

歟
、
百
姓
何

ノ

罪
ア
リ
テ
カ

燋
萎
ス
ル
ヿ

甚
シ
キ

矣
、
宜シ
ク丁

レ

大―

二

赦
シ

天
下
ニ一

、（
後
略
）

と
勅
し
て
い
る
。
（
八
七
）

　

こ
れ
に
対
し
て
聖
武
天
皇
は
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
六
月
二
二
日
46
「
太

白
晝
見
ル

、」
を
受
け
て
同
九
月
二
二
日
の
詔
と
し
て
、

　

朕
聞
ク

、
古
先
哲
王
、
君―

二

臨
寰
宇
ニ一

、
順
ヒ

二

両
儀
ニ一

以
テ

亭
毒
シ

、
叶
テ二

四
序

ニ一

、
而
斉
成
ス

、
陰
陽
和
テ

而
風
雨
節
ア
リ

、
灾
害
除
テ

以
テ

休
徴
臻
ル

、
故
ニ

能
ク

騰
茂
飛
英
欝
サ
カ
ム
ニ

爲
二

稱
首
ト一

、
朕
以
テ二

寡
薄
ヲ

一

、
嗣―

二

膺ア
タ
リ

景
図
ニ一

、
戰
々
兢
ト々
メ

、

夕
ニ

惕
若
ト
メ

厲
ミ

、
レ
テ

二

一
物
モ

之
失
ハ
ム
ヿ
ヲ

一
レ

所
、
睠ミ
ル

二

懐
生
ノ

之
便
安
ヲ一

、
教

命
不
レ

明
ナ
ラ

、
至
誠
無
レ

感
ズ
ル
ヿ

、
天
示
二

星
異
一

、
地
顕
ス

二

動
震
一

、
仰
テ

惟
二

灾
眚
ヲ一

、
責
深
在
レ

予
ニ

、
昔
殷
宗
修
メ
テ

レ

徳
消
シ

二

雉
ノ

之
寃
ヲ一

、
宋
景
行
テ

レ

仁
ヲ

、
弭
ヤ
メ
タ
リ

二

熒
惑
之
異
ヲ一

、
遙
カ
ニ

瞻
テ二

前
軌
ヲ

一

、
寧
イ
ヅ
ク
ム
ゾ

忘
ム
ヤ

二

誠
惶
ヲ一

、
宜シ
ク

レ

令
ム下

二

所
司
ヲ
メ

一

三
千
人
出
家
入
道
セ
シ
メ

、
并
左
右
京
、
及
大
倭
国
ノ

部
内
諸
寺
、
始

メ
テ

二

今
月
廿
三
日
ヨ
リ

一

一
七
日
転
経
セ

上

、
憑
テ二

此
冥
福
ニ一

、
冀
ク
ハ

除
カ
ム

二

災
異
ヲ一

焉　（
八
八
）
、

　

　

こ
こ
で
ま
ず
指
摘
し
た
い
こ
と
は
、
元
正
・
聖
武
天
皇
と
も
に
中
国
の
儒

教
に
基
礎
を
置
く
天
命
災
異
思
想
を
根
底
に
し
て
い
る
こ
と
が
、
元
正
天
皇

に
つ
い
て
は
「
朕
が
薄
徳
」
と
な
り
、
聖
武
天
皇
は
「
朕
が
寡
薄
」
と
か
「
責

深
在
レ

予
」
で
知
ら
れ
る
。
星
象
と
爲
政
者
の
天
皇
と
の
関
係
で
は
聖
武
天

皇
の
場
合
が
最
も
明
白
で
あ
る
。
即
ち
、
景
図
に
嗣
ぎ
膺
り
戦
々
兢
々
と
し

て
日
夜
勤
め
て
い
る
の
に
天
は
何
を
命
じ
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
さ
せ
な
い

し
、
こ
ち
ら
の
誠
意
を
感
ず
る
こ
と
な
く
天
星
異
を
示
し
、
地
震
を
以
て
す

る
。
中
国
の
殷
の
高
宗
は
徳
の
た
め
に
予
兆
が
収
ま
り
、
宋
の
景
公
は
熒
惑

の
凶
兆
を
止
め
さ
せ
た
の
に
す
べ
て
こ
う
あ
る
の
は
自
分
の
責
か
と
受
け
止

め
て
三
千
人
の
出
家
を
さ
せ
今
月
二
三
日
よ
り
一
七
の
経
典
の
転
読
を
し
て

災
異
を
除
い
て
も
ら
い
た
い
と
勅
し
て
い
る
。
こ
れ
は
元
正
天
皇
の
災
異
は

す
べ
て
政
治
を
行
う
者
の
政
治
の
適
・
不
適
で
百
姓
の
責
任
で
は
な
い
か
ら

刑
罰
を
含
め
て
点
検
し
そ
の
反
省
に
立
っ
て
大
赦
を
行
う
と
い
う
こ
と
、
祈

願
は
陰
陽
錯
謬
災
旱
頻
り
に
臻
る
対
策
に
は
神
道
方
式
の
名
山
へ
の
奉
弊
に

よ
る
神
祇
奠
祭
に
ま
ず
は
頼
り
、
効
果
が
な
け
れ
ば
百
姓
へ
の
対
応
を
指
示

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仏
教
で
は
教
命
不
明
と
す
る
考
え
方
が
基
本
に
あ
る

か
ら
、
爲
政
者
で
あ
る
天
皇
自
ら
が
直
裁
を
行
う
行
動
が
生
ま
れ
る
の
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
前
述
の
よ
う
に
仏
は
崇
や
罰
を
現
世
で
は
下
さ
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　

松
本
卓
哉
氏
は
当
時
に
あ
っ
て
は
『
延
喜
式
』
陰
陽
式
に
よ
り
、「
天
体
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運
行
の
観
察
を
担
当
す
る
天
文
博
士
か
ら
密
奏
が
あ
っ
た
」（
八
九
）と
さ
れ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
た
陰
陽
寮
が
令
に
は
規
定
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う

し
、
ま
た
そ
の
故
に
こ
そ
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
三
月
一
〇
日
の
占
術
・
陰

陽
学
・
詩
文
の
専
門
の
沙
門
義
法
が
位
階
・
賜
姓
を
も
っ
て
還
俗
さ
せ
ら
れ

た
わ
け
で
あ
る
。
從
っ
て
聖
武
天
皇
は
星
象
に
つ
い
て
も
逐
一
奏
上
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
星
象
に
つ
い
て
の
故
事
も
含
ま
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
は
聖
武
天
皇
の
最
も
懸
念
し
た
の
が
熒
惑
で
あ
り
、

前
掲
の
中
国
の
故
事
も
そ
の
故
で
あ
っ
た
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
熒

惑
は
51
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
三
月
二
五
日
「
入
二

東
井
ノ

西
亭
門
一

」
に
現
れ
、

つ
い
で
52
同
五
月
一
日
に
は
日
蝕
が
あ
り
、
再
び
53
翌
五
年
（
七
二
八
）
四

月
一
日
日
蝕
が
現
れ
た
後
54
同
年
五
月
二
〇
日
「
太
白
晝
見
」
と
な
る
。
太

白
は
金
星
の
こ
と
で
あ
る
が
、
国
の
乱
れ
る
凶
兆
と
云
わ
れ
、
甘
氏
星
占
で

は
「
太
白
昼
見
、
天
子
有
レ

喪
、
天
下
更
レ

王
大
乱
、
是
謂
二

経
天
一

、
有
レ

亡
レ

国
、
百
姓
皆
流
亡
」
と
あ
る
。
55
同
八
月
四
日
に
は
再
び
「
太
白
経ワ
タ
ルレ

天
ヲ

」

と
続
き
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
同
八
月
二
一
日
に
は
「
皇
太
子
寝
病
、

経
レ

日
不
レ

愈
」
の
経
過
の
後
同
九
月
一
三
日
薨
ず
る
こ
と
に
な
る
。
聖
武
天

皇
の
悪
い
予
感
は
56
の
同
九
月
二
九
日
の
「
夜
流
星
ア
リ

、
長
サ

可
バ
カ
リ

二

丈
餘
、

光
照
赤
シ

レ

四ヨ
モ
ニ、
断
散
シ
テ

堕
二

宮
中
一

、」
そ
し
て
57
の
雷
ま
で
も
一
一
月
の
異

常
な
時
期
に
な
り
、
つ
け
加
わ
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
同
一
二

月
七
日
元
明
太
上
天
皇
が
崩
御
す
る
こ
と
で
聖
武
天
皇
は
不
安
の
極
地
に
達

し
て
神
亀
五
年
を
閉
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
こ
の
よ
う
な
星
象
に
み
ら
れ
る
凶
兆
は
文
武
天
皇
以
降
長
屋
王
事
件
ま

で
の
三
二
年
間
の
中
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
恐

れ
ら
れ
て
い
る
熒
惑
は
五
例
と
も
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
以
降
に
、
太
白
も

養
老
六
年
（
七
二
二
）
以
降
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な

い
し
、
ま
た
明
ら
か
に
し
難
い
が
、
特
に
指
摘
し
た
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う

な
凶
兆
は
聖
武
天
皇
と
と
も
に
長
屋
王
に
も
受
け
取
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

　

長
屋
王
は
高
市
皇
子
の
第
一
子
で
あ
り
、
正
室
吉
備
内
親
王
は
草
壁
皇
子

女
で
、
母
が
元
明
天
皇
で
あ
る
。
こ
の
間
に
膳
夫
王
、
葛
木
王
、
鈎
取
王
と

円
方
女
王
を
も
う
け
、
不
比
等
の
女
某
と
の
間
に
安
宿
王
、
黄
文
王
、
山
背

王
、
教
勝
を
も
う
け
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
長
屋
王
邸
出
土
木
簡
か
ら
幾
人

か
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
特
に
吉
備
内
親
王
と
の
間
に
も
う
け
ら

れ
た
子
の
名
前
を
み
る
と
、
葛
木
と
い
う
地
名
が
、
伝
承
な
ど
を
通
じ
て
国

家
神
道
と
関
係
が
深
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
膳
夫
も
神
璽

の
保
管
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
長
屋
王
が
ど
う
い
う
心
情

で
、
何
を
望
ん
で
い
る
か
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

－29－



か
。
そ
の
一
方
で
、
聖
武
天
皇
は
篤
信
の
仏
教
徒
で
、
仏
式
に
よ
る
朝
廷
の

儀
式
の
初
七
日
の
初
七
、二
七
、三
七
を
取
り
入
れ
、
勅
し
て
「
太
上
天
皇
は

出
家
し
て
仏
に
帰
し
た
ま
ふ
」
と
云
わ
し
め
た
り
、
太
上
天
皇
の
葬
り
奉
る

さ
ま
は
、「
御
葬
の
儀
、
仏
に
奉
る
が
如
し
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た

た
め
に
（
六
）
で
述
べ
た
よ
う
に
些
細
な
こ
と
か
ら
東
大
寺
や
国
分
寺
、
国

分
尼
寺
に
反
対
す
る
奈
良
麻
呂
の
変
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
事
件
を

起
こ
さ
せ
た
と
考
え
た
い
。
特
に
聖
武
天
皇
は
一
念
直
行
の
天
皇
で
あ
る
こ

と
も
あ
っ
て
両
者
が
最
初
に
衝
突
し
た
の
が
元
興
寺
法
会
事
件
で
あ
っ
た
。

在
来
宗
教
と
し
て
の
国
家
神
道
と
渡
来
宗
教
と
し
て
の
仏
教
の
国
教
化
の
間

で
揺
れ
動
く
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
一
念
直
行
の
聖
武
天
皇
が
陰
謀
に
乗

せ
ら
れ
て
自
尽
を
命
じ
た
結
果
長
屋
王
は
日
本
古
来
の
仕
来
り
か
ら
自
尽
の

道
を
選
び
、
吉
備
内
親
王
は
夫
長
屋
王
に
殉
じ
て
自
尽
、
長
屋
王
の
子
ら
も

こ
れ
に
從
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
從
っ
て
文
武
天
皇
か
ら
孝

謙
天
皇
ま
で
に
至
る
歴
代
天
皇
と
こ
の
国
家
神
道
と
国
教
化
を
指
向
す
る
仏

教
の
動
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
セ
ス
の
過
程
に
於
て
、
背
景
と
し
て
意
義
を

も
っ
て
い
る
と
意
義
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
過
程
が
意
味
麻

呂
の
藤
原
氏
一
族
内
部
で
の
序
列
化
に
伴
う
復
姓
で
あ
っ
た
り
、
賀
茂
神
社

へ
の
弾
圧
に
よ
る
降
格
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
は
神
道

側
で
の
退
廃
的
な
仏
教
へ
の
反
撃
も
み
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
社
寺
併
合
令
は
そ
の
明
白
な
史
実
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
、

い
わ
ば
在
来
宗
教
と
渡
来
宗
教
の
間
に
置
か
れ
た
の
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
天
皇
家
寄
り
の
文
武
・
元
明
・
元
正
天
皇
で
あ
り
、
天
皇
家
と
し
て
最
も

こ
れ
か
ら
遠
い
存
在
と
し
て
篤
信
の
仏
教
信
者
の
聖
武
天
皇
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
は
長
屋
王
事
件
は
政
治
権
力
の
争
い
と
み
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
深
い
、
古
い
思
想
と
新
し
い
思
想
と
の
争
い
で
、
そ
れ
が
從
来

の
在
来
思
想
の
長
屋
王
に
、
現
世
に
於
て
は
力
に
よ
る
必
罰
主
義
し
か
な
い

と
い
う
考
え
方
の
聖
武
天
皇
が
、
一
念
直
行
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
と

も
相
ま
っ
て
自
尽
を
命
じ
た
。
長
屋
王
は
そ
れ
が
日
本
在
来
的
生
き
方
で
あ

る
と
観
念
し
て
、
そ
れ
に
從
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
、
そ
の
間
に
共
通
し
て
そ
う
決
断
さ
せ
た
も
の
は
双
方
と
も
知
識
・
文
化

を
共
有
し
て
い
た
占
星
的
信
仰
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

註（
一
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』　

二　

一
九
九
〇　

岩
波
書
店

　

補
注
10―

30　

五
三
三―

五
三
四
頁

（
二
）
亀
田
隆
之　

氷
上
川
継
事
件
に
関
す
る
一
考
察　

人
文
論
究　

四
一

―

三　

一
九
九
一　

亀
田
隆
之
『
奈
良
時
代
の
政
治
と
制
度
』
再
録　

二
〇
〇
一　

吉
川
弘
文
館　

一
七
五―

一
七
六
頁

（
三
）
中
西
康
裕　
『
続
日
本
紀
』
と
長
屋
王
事
件　

続
日
本
紀
研
究　

三
〇
〇
号　

三
三
頁
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（
四
）
井
上
亘
『
日
本
古
代
の
天
皇
と
祭
儀
』
一
九
九
八　

吉
川
弘
文
館　

八
九
頁

　
　
　

栄
原
永
遠
男
「
長
屋
王
の
変
」
の
項　
『
日
本
史
大
事
典
』
五
巻　

一
九
九
三　

三
七
一
頁

（
五
）
中
川
収　

長
屋
王
の
変
を
め
ぐ
る
諸
問
題　

林
陸
朗
・
鈴
木
靖
編
『
日

本
古
代
の
国
家
と
祭
儀
』　

一
九
九
六　

雄
山
閣
出
版
KK　

四
九
頁

（
六
）
東
野
治
之　
『
続
日
本
紀
』
と
木
簡　

新
日
本
古
典
文
学
大
系　
『
続

日
本
紀
』
月
報
３　

岩
波
書
店　

二
頁

（
七
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
霊
異
記
』

（
八
）
佐
伯
有
義
編　

増
補
六
国
史　

巻
参
（
続
日
本
紀　

巻
上　

一
九
四
〇 

　

朝
日
新
聞
社　

一
〇
八―

一
〇
九
頁

（
九
）
前
掲
書
（
一
）
巻
二　

補
注
10―

三
一

（
一
〇
）
前
掲
書
（
八
）
巻
上　

二
一
三
頁
注
「
王
自
尽
」
の
項
で
、『
略
記
』

に
自
念
下

元
レ

罪
被
レ

因
必
為
レ

他
刑
不
上
レ

如
二

自
害
一

即
服
二

毒
薬
一

忽
以
頽

死
」
と
あ
り
、
略
記
の
記
載
を
根
拠
と
し
て
自
殺
を
行
う
に
至
っ
た
心

の
動
き
と
、
自
殺
の
手
段
が
服
毒
で
あ
る
こ
と
を
注
し
て
い
る
こ
と
は

注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

（
一
一
）
日
本
古
典
文
学
全
集
６
『
日
本
霊
異
記
』　

一
四
四―

一
四
六
頁　

己
が
高
徳
を
恃
み
賎
形
の
沙
弥
を
刑
ち
て
、
以
て
現
に
悪
死
を
得
し
縁

　

第
一　

一
九
七
五　

初
版　

一
九
五
五　

小
学
館

（
一
二
）
新
訂
増
補　

国
史
大
系
『
続
日
本
紀
』
前
篇　

一　

一
九
〇
〇　

吉
川
弘
文
館　

一
一
五
頁

（
一
三
）
岸
俊
男　

光
明
立
后
の
史
的
意
義―

古
代
に
お
け
る
皇
后
の
地
位

―

　

ヒ
ス
ト
リ
ア　

二
〇
号

（
一
四
）
前
掲
（
一
三
）
二
一
頁

（
一
五
）
中
川
収　

長
屋
王
の
変
を
め
ぐ
る
諸
問
題　
（
一
）
大
夫
人
称
号
事

件　

三
五―

四
二
頁　

林
陸
朗
・
鈴
木
靖
編
『
日
本
古
代
の
国
家
と
祭

儀
』　

一
九
九
六　

雄
山
閣
出
版

（
一
六
）
前
掲
書
（
一
一
）
一
四
四―

一
四
六
頁

（
一
七
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

二
一
〇
頁

（
一
八
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

二
一
一
頁

（
一
九
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

二
一
一
頁

（
二
〇
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

二
一
一
頁

（
二
一
）
弓
野
正
武　

古
代
養
鷹
史
の
一
側
面　
『
律
令
制
と
古
代
社
会
』

　

竹
内
理
三
先
生
喜
寿
記
念
刊
行
会　

一
九
八
四　

東
京
堂
出
版　

一
三
〇―

一
五
〇
頁

（
二
二
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

二
一
〇
頁

（
二
三
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

一
六
二
頁

（
二
四
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

一
九
七
頁

（
二
五
）
前
掲
書
（
一
）　

巻
二　

一
九
八
頁
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（
二
六
）
佐
伯
有
義
編　

増
補
六
国
史　

巻
壱　

日
本
書
紀　

巻
上　

一
九
四
〇　

朝
日
新
聞
社　

二
七
一
頁

（
二
七
）
前
掲
書
（
二
六
）　

巻
上　

二
二
八―

二
二
九
頁

（
二
八
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

七
頁

（
二
九
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

五
頁

（
三
〇
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

五
頁

（
三
一
）
上
田
正
昭
『
論
究
古
代
史
と
東
ア
ジ
ア
』　

一
九
九
八　

岩
波
書
店

　

八
八
頁

（
三
二
）
前
掲
書
（
三
一
）　

八
四
頁

（
三
三
）
前
掲
書
（
一
）　

第
一
巻　

補
注
５―
二
四　

四
一
〇―

四
一
一
頁

（
三
四
）『
日
本
古
代
木
簡
集
成
』　

木
簡
学
会
編　

二
〇
〇
〇　

東
京
大
学

出
版
会　

三
八
頁

（
三
五
）
神
郡
・
神
戸
に
そ
の
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
戸
の
遺
制
が
残
る

が
、
こ
の
こ
と
は
改
め
て
取
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

（
三
六
）
こ
れ
ま
で
の
意
美
麻
呂
に
関
す
る
代
表
的
な
解
釈
は
野
村
忠
夫
氏

の
よ
う
に
、
伴
造
が
品
部
を
率
い
て
朝
廷
の
職
務
を
世
襲
的
に
分
掌
し

て
き
た
負
名
の
氏
と
呼
ば
れ
る
氏
が
、
律
令
官
制
に
吸
収
さ
れ
た
典
型

的
な
ケ
ー
ス
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
　
　

野
村
忠
夫
『
奈
良
朝
の
政
治
と
藤
原
氏
』　

一
九
九
五　

吉
川
弘

文
館　

一
二
頁

（
三
七
）
青
木
紀
元
監
修
・
中
村
幸
弘
・
遠
藤
和
夫
『
古
語
拾
遺
を
読
む
』　

二
〇
〇
四　

右
文
書
院

（
三
八
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

五
頁

（
三
九
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

三
八
頁

（
四
〇
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

八
一
頁

（
四
一
）
群
書
類
従　

第
六
輯　

訂
正
三
版　

一
九
六
〇　

続
群
書
類
従
完

成
会　

二
七
〇
頁

（
四
二
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
三
代
格
』

　
　
　
　

吉
川
弘
文
館

（
四
三
）
岡
田
精
司　

奈
良
時
代
の
賀
茂
神
社　

岡
田
精
司
編
『
古
代
祭
祀

の
歴
史
と
文
学
』　

一
九
九
七　

塙
書
房　

二
五
一
頁

（
四
四
）
前
掲
書
（
四
一
）　

二
六
九
頁

（
四
五
）
前
掲
書
（
一
）　

第
一
巻　

補
注
１―

六
二　

二
六
一
頁

（
四
六
）
前
掲
書
（
四
二
）　

二
五
一―

二
五
四
頁

（
四
七
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

八
一
頁

（
四
八
）
前
掲
書
（
一
）　

巻
第
一　

一
六
七
頁

（
四
九
）
前
掲
書
（
四
一
）　

二
七
〇
頁

（
五
〇
）
前
掲
書
（
四
一
）　

二
六
八―

二
六
九
頁

（
五
一
）
前
掲
書
（
三
七
）

（
五
二
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

一
六
三
頁
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（
五
三
）
野
村
忠
夫
『
奈
良
朝
の
政
治
と
藤
原
氏
』　

一
九
九
五　

吉
川
弘
文

館　

六
一
頁
・
八
九
頁

（
五
四
）
前
掲
書
（
五
三
）
二
五
頁

（
五
五
）
グ
ロ
ー
バ
ル
な
立
場
か
ら
火
葬
と
関
係
の
深
い
生
贄
に
つ
い
て
次

の
拙
稿
の
試
論
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　

①
拙
稿　

ケ
ル
ト
民
族
と
日
本
民
族
と
の
類
同
性
に
関
す
る
一
考
察―

イ

キ
ニ
エ
を
め
ぐ
る
予
察―
　

二
〇
〇
三　

高
松
大
学
紀
要　

第
三
九
号

　

②
拙
稿　

生
贄
の
系
譜
的
類
型―
ア
ス
テ
カ
の
生
贄
を
中
心
と
し
て―

　

二
〇
〇
四　

高
松
大
学
紀
要　

第
四
二
号

（
五
六
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

一
三
頁

（
五
七
）
前
掲
書
（
一
）　

巻
第
一　

補
注
１―
一
三
一　

二
八
六
頁

　
　

な
お
火
葬
に
関
し
て
は
考
古
学
の
分
野
か
ら
な
さ
れ
た
左
の
文
献
か
ら

は
示
唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
特
に
網
干
氏
の
火
葬
普
及
の
要
因

と
し
て
経
費
節
減
に
求
め
る
指
摘
は
充
分
に
首
肯
さ
せ
る
も
の
が
あ
る

と
考
え
た
い
。

　

①
網
干
善
教　

日
本
上
代
の
火
葬
に
関
す
る
二
、三
の
問
題　

史
泉　

五
三

　

②
尾
崎
喜
左
雄　

古
墳
か
ら
見
た
宗
教
観　

斉
藤
忠
編　
『
日
本
考
古
学

論
集　

３　
『
呪
法
と
祭
祀
・
信
仰
』　

一
九
八
六　

吉
川
弘
文
館

（
五
八
）
前
掲
書
（
一
）
３　

本
文
注　

一
六
〇
頁

（
五
九
）
前
掲
書
（
一
）
第
一
巻　

補
注　

１―

一
三
一　

二
八
六
頁

（
六
〇
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

火
葬　

三
五
四
頁　

改
葬　

三
五
五
頁

（
六
一
）
前
掲
書　

巻
上　

一
六
四
頁

（
六
二
）
前
掲
書
（
八
）　

二　

本
文　

一
〇
五
頁　

補
注　

１―

一
三
一　

二
八
六
頁

（
六
三
）
前
掲
（
五
七
）
の
②
尾
崎
喜
左
雄
論
文
が
示
唆
的
で
あ
る
。

（
六
四
）
前
掲
書
（
八
）　

五
〇
四―

五
〇
五
頁

（
六
五
）
中
西
康
裕
『
続
日
本
紀
』
と
長
屋
王
事
件　

続
日
本
紀
研
究　

三
〇
〇
号

（
六
六
）
前
掲
書
（
一
）　

補
注
19―

三
三　

で
は
「
大
伴
宿
穪
古
慈
斐
・
淡

海
真
人
三
船
の
不
敬
事
件
」
で
概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
五
〇
九
頁

（
六
七
）
前
掲
書
（
八
）
天
平
宝
字
元
年
七
月
四
日
（
庚
戌
）
の
条　

四
二
五
頁　

な
お
こ
の
奈
良
麻
呂
の
変
の
概
要
に
つ
い
て
は
前
掲
書

（
一
）
の
補
注
20―

二
一
「
奈
良
麻
呂
の
変
」
参
照　

五
一
七
頁

（
六
八
）
前
掲
書
（
八
）
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
一
二
日
の
条　

四
〇
七―

四
〇
八
頁

（
六
九
）
前
掲
書
（
八
）　

一
五
九
頁

（
七
〇
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

一
一
九―

一
二
〇
頁

（
七
一
）
前
掲
書
（
一
）　

二　

本
文　

一
一
頁　

注
二
六

（
七
二
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上
よ
り
引
用
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（
七
三
）
関
晃　

律
令
国
家
と
天
命
思
想　

日
本
文
化
研
究
所
報
告　

第

一
三
集

（
七
四
）
佐
伯
有
義
編　

増
補
六
国
史　

第
二
巻　

日
本
書
紀　

巻
下　

一
九
四
〇　

朝
日
新
聞
社　

一
五
一
頁

（
七
五
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

五
三
頁　

前
掲
書
（
一
）
補
注　

３―

七
七
（
土
牛
・
土
偶
人
）　

同
３―

七
八
（
儺
）
参
照

（
七
六
）
亀
田
隆
之　

神
亀
五
年
九
月
六
日
格
の
考
察　

人
文
論
究　

四
五

―

四　

一
九
九
六　

亀
田
隆
之
『
奈
良
時
代
の
政
治
と
制
度
』
再
録　

二
〇
〇
一　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
八―
二
一
七
頁

（
七
七
）
日
本
思
想
大
系　

律
令　

一
九
七
六　

岩
波
書
店　

二
一
八―

二
二
三
頁

（
七
八
）
関
晃　

遣
新
羅
使
の
文
化
史
的
意
義　

山
梨
大
学
学
芸
学
部
研
究

報
告　

六

（
七
九
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

一
〇
一
頁

（
八
〇
）
前
掲
書
（
一
）　

一
〇
八
頁

（
八
一
）
東
野
治
之　

飛
鳥
奈
良
朝
の
祥
瑞
災
異
思
想　

日
本
歴
史　

二
五
九
号　

一
九
六
頁

（
八
二
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

一
三
七
頁

（
八
三
）
前
掲
書
巻
上　

一
三
七
頁

（
八
四
）
前
掲
書
巻
上　

一
四
七
頁

（
八
五
）
前
掲
書　

巻
上　

一
五
二
頁

（
八
六
）
前
掲
書　

巻
上　

一
五
七
頁

（
八
七
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

一
七
一―

一
七
二
頁

（
八
八
）
前
掲
書
（
八
）　

巻
上　

一
九
三
頁

（
八
九
）
松
本
卓
哉　

律
令
国
家
に
お
け
る
災
異
思
想―

そ
の
政
治
批
判
の

要
素
の
分
析　

黛
弘
道
編
『
古
代
王
権
と
祭
儀
』　

一
九
九
〇　

吉
川

弘
文
館
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